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スギ苗θ宏、枯病は我が国の林業 1-3設も恐るべき且つ著名な病一害であるととは改めて賛言する

までもな い。
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交献(ト)版 19~2 ， 1933 , )Jj[ 1924) に徴するに本特は明治 25 "1: (l8~3) 明から 1仕入のii:志ー

をひき始めたと7f うととであるが， jll:{刀イilJ処で、発見されたか|円かで-ない。 }'111二 (1903) は

Pestσlotia 1 ) lÏ;iに l主!る初lJE.~lfがl りJifì 35 1， 1三 (1902) 7)J 11111 県阿武111~佳~li.，試験場N，~内で発見され

たと記してむり，とれが時と処のわかっているJ淀川の記録のようである。火でj. iJ 36 年(1903)

には奈良県及び17森県で見IP，され， l'iJ 42 "1'- (1 909) 以降は所どとた図的に蔓延し， lifji台本主!;か

ら)([1:初期1にかけて木~I誌の被守l土 i2~ïlt: を極め実生育)Yfが危刊に抑!した。

11:;11: (1. c.) は奈良県吉町地方のスギlli林木枯死の11ft 1人|を i-n ，'ð査し，とれは Pestalotia funeｭ

rea Dl部;\1. !乙1'，1 るものであろうとした。 fJí' し氏が念のため木正iの I ， ~jζ を依願した P. HEX:oilSl;S 

はとれを新柿とi1忍め Pestalotia Shiraiana n. sp. と CíJ :fíした。

川村 (1912-a) は 11m台 44 年(1911) 11 J:J公城・ 111 梨両県ドで、枯死したスギ!?[を ;U:'â査し，と

れを「赤十l切な!と命名， f，な病原Wiを Hormiscium J，cr，:の一回とした。史に|司氏(J 912 b ，一一c)

は秋fH県産の椋本を検し ， Hormiscium sp. の外に Pestalotia 前も J必めた。 後に/liJ lí:

(1913 , 1915) は三根・愛知・茨城各県下からの多数の桜本を検杏し，被~r!FI'tîの外観(却なに、H~

f号した処と一致するが ， Horm�cium J，式市はは 111 されや ， Phoma (Phyllosticta) 間前が多

く認められるととから，とれを病以前と決定 ， Phyllosticta (Ph0111α ) cryρtomeriae nov. 

sp. と命名し ， Hormiscium sp. は二次(IJ~IC!，'f生したものであったかも知れないと迅ぺた。ず'，1

Phoma 1町立地1佼の候に多く認められ，夏以後は Cercosρora ið\îがね(rjに生成され又 Pesta­

lotia S hiraiana も)延々認められるとし，本的の約qj~1 . 被令状況・地主'IW'J.j)叶J及。:防除法につ

いてもその知見を記している。

笠井 (1915) は明治 45 1， 1'. (1 912) 以来本病心研究を行い，スギ 117枯死の!以内は Phoma sp. 

及び Pestalotia sp. に 1/，1 るもので，就1/' Phoma 前がその主 I}，Iで Pestalotia 菌は随i判官で

あり，叉稀にl認められる Cercosρora 菌は相Iなの約!日[f~iI乙数うべきでないと述べ，更に分類学

的見地から本I有は Phyllostictα 属よりも宇ろ Phoma 同に隷属するもので， 1111'.]' (1913) が

Phyllosticta (Phoma) cryρtomerìae と命名したのは過当でなく， 11f ろ簡潔に Phonza

cryρtomeriae とすべきであるとした。

，'，チ|二及び三宅(1917) はスギの赤1'r'j病陥を Phoma cryρtomeriae (K.¥WA}lUH.A) KASAI と

したがp 後に白井及び、原(1927) は Phyllosticta cryρtomeri ae KA  W A}WRA と訂正した。

二I七島 (1916-a ， -b , 1933-b) は本病は 2 f.íJlの菌類即ち Phyllosticta cryρtomeriae 及び、

CercoSjうora sp. に悶るもので ， Cercosρorα 閣による被害が Phyllosticta 菌によるもりより

も大であるとし，叉 Pestalotia Shiraiana は本病の病問とは認められないと述べ， との

Cercosρora 1~立を Cercosρora cryρtomeriae SH lR.AI と百己している。

1) 従来広く用いられて来た属名 Pestal ozzia は Pestalotia と縁るべきで怠ると言う FλTR:lIA貰

(1913) , GUﾟA (1929) 等の主張に従った。
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ifヲ|二(1917) はスギJijf1t;~piJ \'のよそ:点的立iとして Leρtosρhaerulina jaρonica n , sp. を百己

載し，とれは赤1:~i約百î Phoma cryρtomeriae の子嚢時代ではあるまいかと述べているが実験

的記述はない。

ト政(1917) は北応 (1916-a ， -b) の Cercosρora 菌に関する報告を批判し，接聞".え験の不

利iな ;1，1/，を列挙し JLつ北応が内山'[''È J!~ しとした Pestalotia Shiraiana も白己の接間試験によ

ればIJJ]かに本山の一病以前であると反駁している。

二[:J[: (1919) はスギ赤Ni約の病f!;!Wには数冊の寄生前があるが，そのてì-: なものは Phoma

crYlうtomeriae ， ーたで、 Cercosρora cryρtomeriae であると述べているο

)!;( (1 923) は本:Jiりの被守部に Phyllosticta cryρtomeriae を観察したとと J土ないが ， Cerｭ

cosρora rtjl土'l?に l沼めら ~Lるとし， X.由、部 lこ 1 種の Macroρhoma を発見，とれを Macro­

ρhoma Sugi n. sp. と記ii，えした。 w:に IliJ i.ç (1924 , 1927 , 1936) はみこ特発見の挺，).!.(J"Jな記述

を行い， .:7(で、 Phyllosticta cryρtomeriae は Phoma 1m とすべきであるとし， /Jf,J Phoma 

cryptomeriae 及び Cercosρora cryρtomeriae の両者は I~iJ一首であって， 111胞子世代に対し

て Phoma ， 又分生胞子世代に対して Cercosρora があてられているのであろうと; 1 っている

が実験的百IEIJJ:Iはない。

i]:(1926) は}Yi本によって伝揺する病待の 1 陸として本約をあげ，病原市については阿(1. c.) 

とj，iJ様 Phyllosticta cryptomeriae と Cercosρora cryρtomeriae を I ， iトー}むとしてJfx.抜って

いる。

三宅(1935) は本的の病徴及び~lj].部の顕微鏡的観察結果を述べ，更に本病々聞がlÏ;jJifíである

とする従来の研究結県に異1&を唱えている。

持て全国的に本的が椙械を似め，との防除対策が広〈要望された L め防除rìJ:\験がかなり大規

棋に行われ，とれについて古くは川村(1913) ，北島(1916-a ， J917-a , -b , 1920-a , 1921-b , 

c) ，今枝(1917--a ， -b) , )ji~)I: (1917) ，又近くは野原等 (1949) の試験成績が報じられた。

jl立近沢町 (1950) は東北地万に於てスギに寄生する多数の菌類を記載している

本病は側めて著名で、あるにもか L わらや，との実験的研究は案外に少<.病11X学及。:病理学

的分野で!リjかにされた事実は微々たるものである。而して本病の被害は今日でも甚大で、一市畑

iこ於て数十万本J';壬百万本l乙近い:tnf~:を蒙るもりは年々数箇所に止らや，)âも警戒を裂する病

守として林業家が恐れているととは今も昔も変ら友い。

'11:Jfの一人伊藤!土木病iこ関する更に詳細厳符?な研究を行う必要があるととを痛感し，昭和18

年 (1943) に着手したので、主うるが p 種々心事情のため見るべき宗寺果を得ないうちに中断の止む

なきに至上昭和 22 年 (1947) から再び行って来た。

本研究の日的 1，二本病 l乙関与する菌類の杢貌を調べ，主要なものについてはその生活圏を明か

にし，叉イりれが買に 4立病の主国で、あるかを実験的に証明白上，更に発病段構を探 1) ，従来患験

と熟諌によってのみ実施して来た4>:病の防除法に対し，基礎的研究結果に立脚して再検討を加

• 
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え，ー!ぽ主;副首!日.つ能率(1'']な方法を樹立する資料を1j(:1J~ずるにある。

とれまで箸x-;~与が件た研究給処の一部は阪に数1 111 にわたって発支して来たととろであるが

ゆ1-Aii 1949 , 1951-a , -b , f:JFjHi ・渋川及び、小林 1949 ， 1950 , 1951) ，拾に:本研究のーノポ要をlf:üm

めてスギ育ï'iiJ'.の参考に供する。

本研究を実施するに当り懇15な山了?と激励割以っている当場保iì'企部長今関六也氏，主if'}í':与の

去!;磁(1句研究~~"l{ ~~を実上也防除IÎ.え験にまで‘拡大してとの民実'1'1:の裏づけを.fJL当し， 71"1'々成県をあげ

つ L ある当場浅川分室野原勇太L'\: ，研究材料の蒐集と実地調査の促プi: を与えられた l初秋 r11営林

局経営部長~ï'e林業試験場秋fH玄場長訂棒完走治郎L'\: ， 多数の椋木をぷ与され且つ本病の同J必観察

について有益な助言をいたピいた秋川文場釜淵分場l旦14:J 1手li~英氏，境川vl氏，著者与の研究の

意図を充分市'j~併の上， 長期1I 1!]にわたり秋川・山形両県下から好池な材料を+ffiめて多数保w:本与

され，絶えな詳!l援助をいたピいた秋川支場佐藤邦彦氏 J佐に本稿の!五{図作製に11})力された当場

~l~川道夫氏，及び事t1谷修治氏に対して深〈謝意を去する。

赤枯症状菩!Hと認められる菌類

著;Jff辛はスギの赤布li症状?刊に多〈のï:t，j類を児fi'，したので、あるが，それらのうち病原性がある

ように忠われるもの L 一覧表を掲げれば第 1 支の泊りぞある。

第 1 支赤十Ilì症状部に認められるïltî刻

(Fungi inhabiting the blighted lesions.) 

ト不完全市制 Class: Fungi Imperfecti 

1. Phoma cryρtomeriae KAWAlIlUR.A1) 

2. Phyllosticta jaρonica SAWADA2) 

tつJ. Phグllosticta sp. (出)り

4. Phyllosticta sp. (β)。

5. l\.facroρhoma Sugi HAHA�) 

6. Macroρhoma sp.�) 

7. Sρhaerolりsis cryρtomeriae SAWADAO) 

8. Stagonosρora cryρtomeriae SAWAllA8) 

9. Hendersonia Sp.9) 

10. Pestalotia Shiraiana P. HE.NX.lO) 

11. P. cryρtomeriaecola SAWADAll) 

12. P. aomoriensis SAWADA12) 

13. Cercosρora cryρtomeriae SHIR.AI13) 

14. C. crYlうtomeriaecola SAWADA14) 

H. 子嚢菌網 Class: Ascomycetes 

15. Wegelina cryρtomeriae SAWADA15) 

16. Gnomoniella (?) Sp.l�) 

17. Ph.グsalosρora cryρtomeriae HARA17) 
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18. Mycosρhaerella cryρtomeriae SHJR.AI et H AR.A 18) 

19. LeρtoS)うhaeria Sp.l0) 

20. Leρtosρhaerulina jaρonica KASAl2U) 

21. Mollisia cryρtomeriae SAWADA21) 

- 83 ー

1) 川村 (1913) の原記載には Phyllosticta (P homa) cryρto問erzae sp. nov. として丸る。これ

は笠井の Phoma 属とすべきで忠ると言ろ意見を容れてこのように，j己載したとのことで&るが， 後に
自弁及び三宅 (1917) はこれを Phoma cryρtomeriae (KAW.¥MURA) K} SA I とした。併し笠井はこの

ような記載を行って発表したことは無いようである。更に後年白井及び原(1927 ) はこれを Phyllos­

ticta cryptomeriae KAW.ßIURA と訂正した。沢田 ( 1950) は Phoma cryρtomeriae (KAWAMURA) 

KASAI を採用している。

P hyllosticta , P homa 両属の分類拠点については諸説&るが， 著者等は葉に寄生する ものは Phy­

llosticta , 叉業以外の部分にも寄生するものは Phoma とする通説に従うことにし， 煩にすこえないの

で川村(1. c.) の命名を簡略にして Phoma cryptomeriae KA  'IAJlIURA を採用しておく。

2) 沢凹 (1950) 。

3) 分生子梗は{組めて長< ，称gJJ包子は細長， 両端や L 太く Phyllosticta 属の 出型を呈し ， 柄胞子
は発芽しない (PI. JlI, 3: Text.fig. 8 , 6-7) (材料:東京目黒， 2 年生首 ， 20/1 '49 ， 伊藤一雄:

秋田泉本荘町，台木， 13/IV '49 ， 佐藤邦彦〕。

4) 柄子殻の大さ 95-133 x 95-114μ ，柄胞子は無色， 短惰円形， 大さ 6-9 x 4ー5110 Phoma 
cryρtomeriae に形態は類似しているが柄胞子は小形， 発31'極めて良好で培益基上に速かに多数の柄子

殻を形成する。 士宮益基上の発育(主甚だ良好で柄子殻のほかにや L 小型の分生胞子を形成する。士官葉上
の性質は Phoma cryptomeriae と全く異る (PI. ]1[, 4-5 , Text-fig. 7 , 1-6) (材糾 : 東京目黒 ，

2 年生苗， 17/XII '49，伊藤一雄)。

5) 原 ( 1923) 。

6) 柄子殻の大さ 249-27lx 206-279μ，分生子梗の長さ 10-14ι 平均 12μ，柄胞子の大さ

21-.29 x 10-. 12μ ， 平均 24x 11μ。 Macrophoma Sugi に比して柄胞千著しく 大，且つ培養基上の性

質を異にし これとは別種と認むべきもので&る。培養基に形成された柄JJ包子の大さ 21ー26x 11-

15μ，平均 23.7 x 13.1μ (PI. JI[, 7; Text-fig. 7 , 9-10) C材籾 : 秋四県中川村，挿木苗(伏条

枝) ， 81II ' 50，佐藤邦彦〕。

7) , 8) 沢田 ( 1950) 。

9) 柄子般の大さ 144 x 120μ ， 柄胞子は褐色を呈し ， 2~3 の横隔膜を有しその大さ 20-25 x 10-

14μ(PI. m, 9; Text-fig_ 8 , 5)0 (材料:東京白黒， 2 年生首 ， 10/1 '49，伊藤一雄7。

10) 白井 (1903) ，沢岡 (1950) 。

11) , 12) 沢印 (1950) 。

13) 北島 (1933-a) の著書には Cercosρora cryptomeriae SIUR.¥I et Kr'l.' ，\JBIA と 丸るが，設で

は同氏 (1916-a) の最初の記載に従っておく。

14) 沢田 (1950)0 C_ cryptomeriae とは明かに別種で子座及び分生子梗は共に甚しく大でゑる (PI.

IV , 8; Text-fig. 11 , 4) C材料.群馬県臼井町，造林木， 29;咽 '49，伊藤一雄)。

15) 沢区1 (1950), 
16) 子襲殻は長頚を有し ， 子襲の大き 117-144x 119-210μ ， 子襲)J包子は単H包， 楕円形， 大さ

20-24 x 9-10μ ， 平均 22 x 9 ，u (PI. V , 2; Text-fig. 17 , 10-13) (材料 : 群馬県日井町，造林

木， 28/~rr '49 ， 伊藤一雄]。

17) 原 ( 1918-b) 。

18) 原 (1918-a) 。

19) 子王室殻は寄生の表皮下に埋没し ， フラスコ状を旦し，孔口部を外部Yこ突出す。子製殻の大さ
120-180 x 162-192μ。子襲は根縁状を塁し 65-75x 8-9，u， 平均 70x9f1。側糸は糸状で隔膜なく，
長さ 73-94，u， 平均 84μ 。 子褒胞子は穏色を呈し通常. 2 笛の横隔膜を有するが稀には 3 ~，り ， 大さ
10-14 x 3-5μ ， 平均 12 x 旬。 発芽に当り附着綜類似体を形成する。 子襲胞子から単箇培まをを行う
に ， Pestalotia 型分生胞子が形成された (Pl. V , 6; Text-fig. 17 , 6-9) (材糾 : 群馬県吉印村，
5 年生， 27/~ '49，伊藤一雄J。

20) 笠井 ( 1917) 。

21) 沢田 (1950) 。

第 1 表のう ち故も)豆々詑固められるものは，不完全菌ではPhomacryρtomeriae， Cercosρora 

cryptomeriae 次で Pestalotia Shiraiana ， 叉子装菌では Mycosρhaerella cryρtomeriae 
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ニ:)(で、 Mollisia cryρtomeriαe -e ある。

主要菌類の形態及び寄主の樹令

Phoma Ctッρtomeriae KAWA:¥fURA 

寄主の樹令1 

従来本菌の寄生lま 711.木!時代IC限るものと三与えられて来た。尤も笠井 (1915) は iPhoma 菌は

好んで 5竿生以下の杉首全額ろもの L 如し・.. . t肯然らば 5 年生以上の杉樹は該菌の襲う処とならざるもの

例外として小官親ら野辺地苗圃境界に近接せる樹令十余年のなりやに就きて多〈は然りと答へんと欲す。

杉樹の針襲及細授に Phoma 磁のT!Ií相模窟を発見し・・・・」と illぺ，位J令十数年生のスギに寄生するア']f

実は認めているが例外的なととであるとしている。

1Jí' し著者等の観察に ULぱ自令樹にも古木の場合と líi)様の赤1'ilj症状が普通に認められ，又一

見したととろ市木の Phoma cryρtomeriae と同-1~M([) 上うである。而して著者等(伊藤・渋

川及び小林 1949 ，イJI総 1950) は Phoma crYlりtomeriae はfø~めて広範囲な樹令のスギに見/!J，

されるととについて叫に略報したととろである。 jは近沢 111 (1 950) によれ本菌はスギ、及び、カ

ラマツの苗・台木・防風林の集及び、柏に認められるととが江主べられている。

J字;苛等l土古木に見られるものと，高令樹のものは以して 1 ，司 .mìか否かを|閃かにするため p 保

w 
との実験材料を示せば苛~2 炎の通りである。

みj'~ 2 夫 Phoma cryρtomeriae の寄主の樹令

(Age of the host of P homa cryρtomeriae.) 
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ー
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(新城)
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か 官主主郡広瀬村愛子宮畑
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愛矧I県南設楽郡新城町附近

l 秋問県北秋凹君11七日市村七日市首畑

1) ( )・・・・信林署名 σ 2) 苗齢は数え年を示す。備不詳のものは大|絡の年数で怠る。

3) 13/lV'49 ・・・ 1949 年 4 月 13 日を意味する。

4) , 5) , 6) 士・・・柄胞子未熟+・・・ir'î胞子完熟， 一... .柄胞子は既に脱落し柄子殻のみ。

7) ・・・・ 1948 年 12 月 22 日採集のもの宏，林業試験場内に放置(戸外)越冬させたもの。
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Locality 
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十
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一「

(東京)

(秋田)

(仙台)

十
十
十
十

T

十
十
十

十

(本荘)

(角館)

(七隈)

(角対)

(竜崎)

(前橋)

(新城)

栃木県河内部国木村果森連苗畑

l 東京都m回ヶ谷区砧苗畑

秋同県河辺郡岩見三内村萱森苗畑

栃木県河内郡悶原村県営苗畑

i 宮事5X;Y畏宮城郡広瀬村愛子苗畑

秋田県秋川市楢山南新町

石川県河北'll日ift幡町果営苗畑

秋[U 県出利'f，ß本荘町本荘苗畑

か {I[IIヒ都中川村高屋苗畑

か 秋[1:]市金照寺山君主

l 愛知県南設楽郡新城町附近

山梨県南巨摩瓜万沢村

秋同県北秋Hl活1)下大野村八幡台苗畑

栃木県日光町東照宮境内

秋田県仙北部中川村高屋苗畑

|群馬県北甘楽部吉田村大桁苗畑

か 碓氷郡日井町ノj、根山試後主tllf付近
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挿木苗

30 年生

挿木首

秋川県鹿角郡柴平村乳牛山苗知1

か 鹿角郡小坂町兎尻沢苗畑

東京都目黒区下目黒林業試験場構内苗畑

秋田県{I[I北部中川村高屋苗畑 (角館)

l H 平鹿郡横手町横手白畑 (横手)

か 由利郡本荘町本荘苦畑 (本荘)

山形県最上郡真室川村新町苗畑 (真室)I[)

i 秋田県jげ大同部阿仁合町
か 北秋田郡大阿仁村上七立内苗畑

か こ1[';秋[L!郡大阿仁村幸屋附近
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! 申 臨時期[棚包子の形成司-HOSFDateof|Pycmpore
I collectioロ formation

(角館) 2 年生百 !24/XI'491 十
(大曲) 造林木( 15竿生) I 万 i 十

秒 l台木 i か(+
i 造林水(30年生) I か | 十

防風林 (15竿生) I か

3 年生首 128/Xl '49 

2 年生首 I 29/ XI '4ヲ

l生垣 I 30/ XI. '49 

3 年生前 I 12/ X/[ '49 

1 造林木 (40年生) I 161 Xll '49 

3 年生首 I 26/ Xll '49 

4 か 1 9/ J '50 

4 か 1 23/ J '50 

造林木(40年生) I 27/ J '50 

4 年生首 I 6/ TI '50 

栃木首(伏条校) I ~ / II '50 

f'r木"
20 年生

， 4 年生首

!;白川本木 (40年生)
|jG林木 (15年生)

i trr木前(伏条校)
4 年生首

" 
i 12 年生

括木苗(伏条校)

台木

4 年生苗

" 
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地集
Locality 

採番号
No. 
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+
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+
+
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+
+
十
+
+
十
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+
十

+
+
+
+
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T
T

!! 

30/ V[ '50 

7/ VH '50 

23/ 刊百 '50 I 

? / VH '50 

10/ 刊[ '50 

18 / 1lJ[ '50 

24/ IX '50 : 

30/ IX '50 I 

18/ X '50 i 

20/ JI '50 

24/ TI '50 

2/]f[ '50 

3 / JI[ '50 

6/ ]I[ '50 

20/ If[ '50 

30/ ]II '50 

31 / JII '50 

1 / JV '50 

3! lV '50 

17!W'50 

23/ IV '50 

29/ VI '50 

.L>、-01;­
仁f ノト

2 年生前

|造林木 (6 年生)

ß1li*木 (47年生)

1 2 年生首
生垣

'2 年~::_ w� 
造林木(15if生)

か(1O~‘生)

l台木

1 2 年六百
!造林木 (15年生)

!万仰生)

(仙台)

(横手)

(角館)

(大曲)

!! 

57 秋FE刊誌仙北都中川村高屋苗畑

58 グ 河辺若筒白岡村七五三掛野町畑

5ヲか か

60 

61 

62 

63 

64 

65 

66 

67 

68 

69 

70 

71 

72 

73 

74 

'.'5 
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82 

83 

84 

85 

86 

87 

88 

8ヲ

90 

91 

92 

93 

94 

95 

96 

97 

98 

99 

100 

(京都)

(亀山)

(角鎗)

(大曲)

(大曲)

(角館)

(天城)

宮城県宮城郡広瀬村愛子苗畑

l 東京都目黒区下目黒林業試験場内

京都市桃山苗畑

三l]:県鈴鹿市国府町鈴鹿苗畑

東京郁目黒区下町込林業試験場l人j

山形県最上者ß及位村林試主主淵分場内

東京都目黒区下回 ;~t~林業試験場内

山形県最上郡及位キ、l林試釜淵分場内

東京都目黒区下目黒林業試験場内

秋田県仙北部中川村高屋苗焔

か 河辺郡部岡本、i七五三掛野苗畑

東京郡目黒区下目黒林業試験場内

山形県最上若ß及位村林試釜i!tfj分坊内

秋口jl)艮liiG辺郡船岡村七ヨ工三折、野市州II

か 仙北部中)11-1"1高屋苗畑

東京m目黒区下目黒林業試験場内

秋田県平箆郡横手町横手首畑

か 仙北部中川村高屋苗畑

。 河辺郡船岡村七五豆掛野-ó'í則

東京郎目黒区下目黒林業試験場内

山形県最上郡及位キ、l林試釜淵分場内

静岡県田方郡上狩野村猫越苗対日

愛媛県宇摩郡関川村民有林

高知県幡多郡三原村高川首畑

か 土佐部地蔵寺村民有林

(白山)

(長野)

" 

山形県最上朝日及位村林試釜rJH分場

高知県安芸郡三宅半利町須) 11苗rlU

三重県鈴鹿市鈴鹿苗畑

長野県上水内君ß柏原村柏原古知l

岩手県一ノ関市山ノロ

群馬県北甘来郡西牧村

第2 去に示した各材料 lこ認められる Phoma I1Wは形態的に極めて相似て7f~}tql 凶i交(1) 



スギの Jj;十川おに関する病原学(I~J並にNlJ噴学的研究 (伊藤・渋川・小林) - 87 ー

j;;-り H-I~nらしくみられるのであるが，とれらの;ffCf"について形態の比院を行った。子実休の

;Wl定航者どな33 去に掲げる。

;:j'~ 3 J( Phoma cryþtomeriae 子実体の;Wl:.L fll'[ (μ) 

(Dimension of Phomσ cryρtomeriae in microns.) 
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No. ヴ. 宮九t呆広瀬村， 台木， 8 I ¥[ '49 

74 13 7 9 I 6 118 

193 23 9 11 11 189 

138.3 114.0 18.0 i 

2 年生前， 241 ¥ 1 '49 

9.0 9.6 7.2 
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PAillII1 殻 ! 分仙生ヂm梗長 I 1羽咋1~LLyム町
I Length of 

幅(直径) 殻壁厚 |ω凶diophOre| 長径|短径
Diameter Width of wall I ~v， ..u ，v ，.， ..v. ~ I Length Width 

No. 16. 宮城県広搬村 3 宇:g:前 14( ¥'11 '49 

Wj 

高さ
Height 

最小
島iin.

最大
島1ax.

平均
Av. 

! 21 

151.0 17.7 

No. 17. 秋[Ll i!f1jJg山， 2 年生百L 161 ¥'U '49 

132 

193 

155.9 

132 

194 

最小
Min. 
最大

Max. 
平均

Av. 

137 

166 

148.9 

最小
島1in.

最大
Max. 

王子 均
Av. 

一
一
8
1

一
一
一
一

一
一
し
i
J
7
i一

130 

158 

144.9 

No.20. 

124 122 

147 155 

138.1 

15 

11 

13 

23 13 

107 

134 

125.3 

113 

172 

147.5 

17.9 

11 

23 

18.1 

109 17 

7 9 7 

9 

7.9 

7 

9 

7.5 

7 

9 

7.7 

9 

11 

9.5 

栃木県日光町 180 年生， 81 ¥ill '49 

自 17 6 9 7 

1 66 23 16 11 10 

143.0 18.5 8 . 6 9 . 8  7.7 

23 

12 

9.2 10.4 

120.7 20.0 

11 

23 14 

6 

17.5 

9.2 

7 

7 10 

13 

8.4 1
 

• 1
 

1
 

6 

8 

9.7 

130 

90 

郡馬県吉田村， 2 竿生首， 271 四 '49

9 

149 

123.5 

13 

21 

16.8 

6 

11 10 

I
l
l
1
1
1
-
nノ
白川

一
尚

一
小
・
大
・
均
一

一

m

江
口
h

一

一
M
M
A

一

一
回
収
回
収
平
一

No.24. 

最小 126 
Min. 
最大 181 

Max. 
平 均 154.7 Av. 

No.25. 

最小 1241゚ 
Min. 

最Max大. 153 

平 均 135.2 Av. 

No.28. 

最小 95 
Min. 

最 大 143 
Max. 

平 均 121.2 Av. 8.3 9.7 
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Wl 子 設 分生子横長 | 
附P Jj包子

Pycnidium ycロospore

Length of 

短Width径高Heighさt 唱 (1直径) lV31df 厚 conidiophore 1 長 J iameter Width of wall ~~...~.~.....~. ~ I Len 

No.41. 秋凹県大阿仁村， 指木苗， 25/ 1" '49 

最小
Min. 
最大
乱1ax.

平均
Av. 

139 

181 

152.9 

126 13 

174 19 

148.0 14.5 

6 10 B 

11 13 11 

8.1 10.9 9.0 

No.53. 東京高Ij 目黒区， 3 年生苗， 14/ ¥1 '49 

最小
Min. 
最大
Max. 
平均

Av. 

139 

183 

161.0 

143 12 

174 19 

153.9 15.4 

6 10 6 

13 13 11 

8.4 10. ヲ 8.4 

No.54. 東京高目黒区， 生垣 24/\1 '49 

最 153 141 15 7 10 8 
Min. 

最 大 189 193 25 15 13 11 
Max. 

エド 均 1:'4.9 lγ0.3 19.9 10.2 9.1 9.1 
Av. 

933 友にはられるように弁材料によれそのilllJJLfJl'Cに多少の変異は認められるが，顕苦な差

は1IT(: く，や'HL も J"l-I~i と見{{1占してき:支ないものと )gえら ALる。

本的に関する川村 (1913) ， J日[ (1924) 及び沢I11 (1950) の形態の記述及乙}:ïUllÆ似をÇj'Ç4夫に

1，:;;j;i己ずる。

み'Ç4夫 Phor:za cryρtomeriae の形態に関する従来の記杭

(Morphological notes on Phoma cryρtomeriae reported by earlier workers.) 

著者 irl] 子 殻
Author P竺円n

|示皮下に存し略々 r，jç形，
川村|

|白A径 120~140 /1-0 

(1913) I 
i 殻望の厚さ 15~19 fl. 。

, f5jÇ形又は扇球形，直径 150~180μ ，
原 殻堂(主膜質， 暗褐色， 構成細1包

( 1924) 6~13μ。 頂端に癌状叉lì乳頭孔

口 ibノ1) 0

沢田 表皮下に生じ球形，大さ 105~192

I x 91~169μ。 殻壁細胞は多角状
(1950) ! 14μ。孔口は 13~20μ。

う，j g: 子 4更 布1] 1I包子
Conidiophore Pycnospore 

線状，単一，無色，

無色，単!泡，果E秘主ノり，球に近き

楕円形を普通とするも球M及び卵

形のものも友る。径 8.0~10.5μ 。

無色，球形，広楕円形叉はや L角

1O~20x 1~1.5μ 。 友る球形。大さ 7~旬。

広楕円状，倒卵状，倒卵E主状，基
単条，

部俊かに微突頭，無色，単胞，平

13~18x3~4μ。 滑，穎粒{本を含み，大さ 9~12x

6.5~9.5 1' 0 
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おrç 4 衣と主子-?f等rD ìJ! IJÆ値(釘.) 3 表〉を比較すれば極めて近い数1Ìl[ を示し，形態的K 何れ も

Phoma cryρtomeriae f乙一致する (Pl. m, 1-2; Text-fig. 6 , 1一針。

(2) 土it養比較 第 3 表に掲げた谷材料から吉井氏法( 193 _ ) により柄胞子の単簡培養を行

った。とれらは何れも |司ー菌叢を形成し p 培養基 kの発育は綬慢で，馬鈴薯寒天上で初め暗緑

次色後iζ友黒色，菌議hJ主しく陀包し顕在な凹{r l を認め ， その友聞には僅かに気中~Î糸を形成す

る。後に培養Jιとi乙柄下殻及び柄胞子を杉しく形成し，ず，s とれらの形状，大さは寄主上K認め

られるものと全〈等しい (P1. YI , 1-2; Text-fig. 6 , 5-8) 。

川村 ( [913 ) ，原 ( 1924) 及び沢問(1950) は木市の土if養をと全く 11って沿らや，従来信頼すべ

き実験成蹟の公表されたもりが無いので比較を行うととは tPr来左 い。 尤も北応Cl916-a) はJ希

釈培養法によって本菌の培養を行ったと述べているが，その記述には 1.... ー培養後第一日間に

は大なる発育を見ざれども， 2, 3 日経過すれば著しき発達を遂げ， 土音護基面に白色綿の如き菌f穫を作り・ ・

.• • 斯の如〈純粋培養せるものに就きてその後の経過状態を観察せるに完成生殖体を発見し得ざるのみ

ならず・・ 」とるる。

著者等は柄胞子ーから単向土吾F益法により反誕

百数十回の分断土庁養を行ったのであるが， 1nJ

れも前迷の性質を有する培養を得，叉土i?養基

上l乙作j 了- j.投及び柄胞子の生成を ;t;~に認め，北

島 (1. c. ) の記述とは全く異るものであった。

以上述べたととからがは去に掲げた実験材

料に認められる Phoma 111はや IJれも Phoma

cryρtomeriae K.AWA)fOHA と 同ユとしてよいも

のと考える。 即ち木lliíはひとり 実生111[木だけ

にではなし台木， 生:1f(f，挿木 i'占\造林木及

び百数十年生の老大木にも認められるもの

で，寄ヰモの枯j令、 lま従来言われていたように幼

令樹に映るものでは左く，幼老，fËJ~めて広範囲

Kわたるものであるととが判明した。

2. 病徴及び標徴

病枝葉は赤払j色，葉樹色叉 l士制色を呈 し，

や k 光i沢を有し乾回して脆弱と右:る。 古いJ内=

葉は2足柄色l乙変じ光、沢をタミラ 。 釘実及び‘針葉

恭部川l昔々 円 ;11ヲのノj 、黒11，1，i~が散布して.to~ i) ， と

れば柄子殻である。柄了ー殻のJ1'i計(;j部が僅かに

Text-fig. 1. P homa cry'ρtomeriae on 
the neeゴ les of Crypto!11eria. 

(Scale=l mm) 



スギの赤h'i病に闘する，J:í1i;î学的主主に病現学的研究 (伊藤・渋川・小林) - 91 ー

]t1l'jLI'oに唯 1) あがっていて，たさはあまり斉ーではなく，その'r印字líの判然としているもの及び、

イ~f(l下旬j なものなどがある (Text-fig. 1)。約主十;葉ーを湿宅処正I!l.すると ~11.'.'，i. (相了<;X:) _I 二 lこ白色や

.. f!iÆな胞 f叫が溢/1'，される (Pl. 1 , 1-2) 。

3. 柄胞子の形成時期及び越冬

イヰrtìの;jFi胞子は前 2 去に示すように主主上iこ PL]季イpHLの 11寺WJに於ても l沼められ，特定。時期l

に限るものではない。とのととから本1:rJ I工相胞了・の形で越冬するととは宗主lFに想像がつくので

あるが，とれをもliに一清Llミ般にするためにJCの実験を行った。

(げ1 ) 村:料FF件T午}及び実験方?法i去: 束4点(11 よ県.1:巴;3:林1業ミ試験場t桃l倖E削|内人勺jの 3"年lド三生生-lh;汀'j (1 イ本~) カか込ら， イ斗Z羽iの

11作制l件川Aせf了.づ〉;

を '1副訓jl払訓剥川1，\川I~Jべた。 11(1;f !1 24 1,1" (1949) 11 n 14 日を抗 1 I~'I とし， 以後 2 辿i:\JHlci\f=U二のがj胞子の行

方l~及び、 25 0 C ， 1411 広l\ J後に於ける発jJ二率を検した。向別に l児政から笠者去の1l\J lc -lf<集した材料i乙

っし、てi走予切n-を作製し p 相子殺のJIラ J&及び、その成主J，\cZ)陀度を観~i した。

(2) 実験料;洪 11 }j 14 I1 (1949) から翌年 6 }j 15 11 (1950) までの i:'，]，約 2 :il!ì!

川ごとに 17 í日l にわたり;制奈した枯県を掲げれば第5 去の泊リである。

tr~ 5 }ミ J雫集時lり!を異にする Phoma cryρtomeriae 柄胞子。発芹

(Relation between the date of c~lIection and germination of 

pycnospores of P homa cryρtomeriae.) 

柄胞子の発見ミ

収集月日
Germinat:on of pycnospore 

採集月日

柄胞子の発芽
Germin"tion of pycnospor巴

it:t; 試写町戸結民?雲寺芸ず よなtZ1 試寺町数
n~;;;b~r ) germinating Per. ~~..~~..~.. n~~.b~r 

l spore centage ・4

14/)(1 '49! 

28/)(1 '49 . 

12/ XII '49 j 

26/ 姐 '49

9/ J '50 , 

23/ T '50' 

6/ 旺 '50 i 

20/ II '50 I 

6/EI'50! 

198 

474 

357 

254 

241 

295 

227 

246 

272 

113 57 20 / Jl[ '50 222 

120 25 3 /IV '50 362 

157 44 17/1V '50 , 329 

39 15 1 / V '50 1 272 

41) 1.7 15/ V '50 270 

130 44 29/ V '50 : 2713) 

57 25 山\l '50 1684) 

101 41 25/ ¥1 '50 伊)

4:' 17.3 

発芽胞子数
Number of 

, germinating 
spore 

8 

234 

106 

41 

159 

173 

95 

註: 1) 更に 24 時間経過するも発芽}j包子裁は 7 に増加したに過ぎない。

2) 更に 41 r尋問経過した後には発芽率的.5% に増大す。

3) 寄主上の胞子(工脱去し初めたようで，柄子殻内の胞子は少い。

4) 柄子殻(工空虚なもの多く， JJ包子(主極めて少b 、。

5) 柄子殻内の胞一子(;c殆ど全苛泊見去して，胞子を採集することが;卦来ない。

発芽率
(%) 
Per. 

centage 

3.6") 

64.6 

32.2 

15.1 

58.9 

63.8 

56:5 

~FÇ 5 支から nJJかなように供式市に於ける相胞子は 11 }j q1 句~5 月中旬まで極めて多量に認

められるが， 5 n下旬にはその数を持しく減じ， 6}J下旬には胞子は!日と去して柄子殻は空虚と
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なり帰ど胞子を認めるととは 11'.来なかった。との WJJI: \Jの作j胞了-の発丸刈犬山をみるに p 実験の 1m

度発芽率にかなりの変則は認められるが，柄胞子は 11)1かに生ιしているととがわかる。 μ[lち制

JJ包子で、越冬し，翌春Mf当な環境ドでがれこ寄主に侵入する -"HìË'111:!主充分ある。

=JCに現下!たから翌春の I:Uに採集した根本を検するに p 成熟fI!-i子i;J止の外に未熟な柄子殻もまたi認

めら ~Lる。

以 r~二のととカか込ら寸￡斗I了存市t{~百t白iはf成皮熟4刺i附守引引IJ胞j山包]了子，七-及び

ろう。

4. 柄胞子の発芽

本立iの約胞子は材料により発芥率にえきな差がある。発丸'三竹2は j心常 1 イヰで，又発JJ三に当り胞

子が特に膨大するととはない (Text-fig. 6 , 9-10)。

約胞子の発芽について行った 2 ， 3 の実験をJCにiI己す。

(1) 柄胞子の発芽色店長と経;t!t~時I:U (第 6 炎)

材料; No.24一秋同県下大野村，台木， 4/�lU '49; 蒸溜水;室温 (25-30 0 C)

第 6 夫 Phoma cryρtomeriae 杭胞子の発jJゐ1~=長と経過時i!日

(Relation between the lapsed time and germ-tube length of 

conidium of P homa cry戸omeriae.)

Time 
Iapsed 
(hour) 

発 月三 率 | 発芽管長 (μ)
G erminatio n pe rcentage Length 0 f g巴rm仕n-tト川-t臼ube i n micro叩n

総E胞包子妥滋主 ! 発芽耕}j胞j泡包子数 Z!!;.-W~ (O/._ ¥ I.�. ;L~-，ti~.~" 1:1". I ...ê.-J..-~--;!::f=Þ.1，ç.~_ 
Tohl lGerminating| 発芽率(~る) !最小発芽管長|最大発芽管長|平均発芽管長
number l number s|PErcer血ge I Mi山num JVIaximum Average 

経過時間

17 650 

459 

40 

巴b

6.5 

18.9 

43 86 64.4 

:30.9 40 100 172 

(2) ;1)1胞子の発:JJ~ と止Fiゴ'ï?Ìi主む祖類及び、経過1I.'fI:U (都 7 夫)

材料: 点京日:})，~， 3 年生市， 24/1V '50 

実験方法; Van Tieghem'ceII 法， 250C 

第 7表各HfJ:;}長ìí主 rjl に於ける Phoma cryρtomeriae 柄胞子の発芽

(Germination of conidium of Phoma cryρtomeriae in various soIutions.) 

河
川

2
d
7

崎
町
関
山

制
T
h
ゆ

制胞子の発芽
培養液

Nutrient soIution 

Germiτ!ation of conidillI1l |蒸溜水 296 附椛 2?/ó 照時
DistiIIed water 2% glllcose so!. 1 2% sllcrose so!. 

経、 日包 子 長Y
Tota! nllmber 

発芽胞子数
Germinating nllmber 
発芽率(%)
Germination percentage 

。

2 
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制 JJ包子 のきを 3F

Germination of conidium 

上-，'，..
u 主主

:t-;"utrient solution 
おゼ

蒸溜水 2?/ó 使萄tlli液 296 煎精液

1誕地時Il日
Time 
lapsed 
(hour) 

Distilled water 2% g!ucose sol. 2% sucrore sol. 

4 

B 

12 

24 

給1 JJ包子
Tota! number 

誕( 286 146 14ヲ
発~!~:胞子数

Germinating number 
発芽ギ(%)
Germination percentage 

総胞子孫【
Tota! number 

ヲE ~， I1包 T- ý,& 
Germin-ュting nllmber 

ずさ 芽 率(%)
Germination percentage 

総 JJ包子数
Totョ! number 

うiE ~: 月包 子 あ〈
Germinating number 
発芽半 (%l
Germination percentage 

総胞子
Tota! number 

第〈

発芽胞子数
Germinating number 
発芽半 (%l
Germination percentage 

9 

3.1 

311 

44 

14.1 

331 

103 

31.1 

350 

164 

46. ヲ

30 

20.5 

220 

78 

35.5 

223 

91 

40.8 

222 

126 

56.8 

26 

17.4 

183 

4" 

23.5 

215 

75 

34.9 

230 

130 

56.5 

. 

山 7 炎に /Jミすように 2 時Ii \J 後では会然発見三はl認められないが， 4 n年川経過すると岐に発芽

し，その後時川の経過と yIJに発芥率 l土 .1 ，.引ーする。 296相碕糖i夜及び!.!'H糖i夜で、は蒸ifNノ]\よりも発

~O:率はや L 大で， !I' ，)Oに経過11寺川の少い釈との主l土顕符である。併し 24 時Ii日後で、はFf: ど会が認

めら iしなくなる。

( 3 ) 制胞子の発芥と iKìU主(邪 8 夫)

, 

iJ;，\度
Temp. 
(CO) 

材料: 東京目黒， 3 年生苗， 22/11 '50 

実験方法: 同上，蒸溜水

経]i盛時flJl: 20 時Iil l

みí~ 8 点 Phoma cryρtomeriae 制 !J包丁ーの発見qこ及1.:[すìl:i[J立の;i許可i

(Effects of temperature on the germination of pycnospore 

of Phoma cryρtomeriae.) 

発Germ芽i-i|| T総01 胞子数 発N芽um胞ber子of数 発G芽率(%) M最a大xi発m芽um管長leng(tlLh) 
nation I Tota! number of 

germinating erminatioll of germ-tube in pycnospores percentage pycnospores 立llcrons

10-11.5 227 29 12.8 27.4 
15 282 124 44.0 69.4 
20 262 154 58.8 111.4 
25 159 138 86.8 176.4 
28 252 198 78.6 228.0 
30 233 138 5ヲ .2 69.2 
35 211 。

40 176 。
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tns 去に lリjかなように本砲のがj胞子は 25~2S0C に於て位向の発月三率を示し， 350C 以上に

於ては発=!.J'を認、めるととはなかった。

場養基の種類及び濃置と菌叢の発育，柄子殻の形成との関係5. 

llJ鈴著ミ忠夫(馬鈴薯 200g ， ;箔萄糖 20g，蒸溜水 l l)， í'1前 1';~j)陪].ミメ-:. (錯1JI:.;式市芸)，~(1) 

萄糖 20g，蒸溜水 ll) 及び、スギ:t.\SH!u'r-]~ベ(スギ生奨 300g，葡萄特 20g，蒸溜水 ll) の 3 j"f[を t~l!:ì~手

とし，向との似ヰ!;をと 1h ， 1/.1 及び、 1/10 濃度に柿釈したものを使川した(選べは何れも 2 %)。

予め培養J，t1-J乙形成された相胞子を 1- 記各陀各浪!交のfi?芸誌に拶し実験jj法

25 0C に保った。

(2 ) 

fN叢の発訂は.l.!J&~ì :>:;:辺ミメくに於てM:l.:しスギ~ÆUト本フくとれに( a) 実験半/r!.j~( 3) 

スギ葉ll:J:汁主/くでは気 1 rtj~;î末、は 1mにJ妄'Nl点F付近にだけ l泌::J，くぎ， ，í'1面持籾t!I~べでは，11，:しく%3'とる。

められる。

スギ:ÎtSH!~汁1)ミ天で}:Gí設の色は11J主(I主主/く及び、制?;百糖退ミ:疋で、 l主眼緑タ〈色}1j~lI ì\;緑'Ý(~，、
，
ノb

 

/
t
、

はとれらよりも Tt色の皮が強く ia.~丙1:;(色乃至，~I区青1:;{，色を呈する。

がj子殻及び、相胞子の /1幻J:1i;はよJJ鈴苦虫天では 12~16 円後， .í'rJP!~J糖;ぷ天で、は 14 、 19 fl ( c ) 

i支，又スギ荒JEU'卜本/くでは 12~15 FI 後にjと々認められ，やりしのlJ，)什でも fG'.~r1tの前j l.、 FZその JF~

成はiPJかでるる。

スギ';\SJ1!(汁 -';J1D.:.ではW:i:i長のずlJfいj子;J交 l剖，IJî;r'ÆJJ~ヲく及び fflJ!!ln糖京大:で、はf~î:i長1ソこ jj土作するが，

mJ縁IC併状に配列する場合が多い。

J1;[ acroρhoma Sugi HAHA 
W
H
且

寄主の樹令

とれらはみそ:91ミにi若''Xと手は /ì-n ;までイ<];ßíの寄生をうけた根本は 4 例しか検査してしもなし、が，

示すようにやrJ~ しも 2 ;'F~Iどr'i î I乙肌られている。

Macroρhoma Sugi の:.~f:tの tvJ令九í~ 9 夫

(Age of the host of M acroρhoma Sugi.) 

柄11包子の形成
Pycnospore 
formョtion

一「

採集時期
Dat三 of collection 

寄主
Host 

均出集
Locality 

阿
部

君子号
No. 

十

十

14 / VII '49 

19/ IX '49 

25 I ,1H '50 

24/ IX '50 

2 年生苗

I1 

宮城県宮城郡広瀬村愛子苦畑 (仙台)

秋凹果由利郡本荘町本荘苗畑 (本荘)

高知県幡多郡昭和村葛謹郷山首畑

長野果上水内郡柏原苗畑 (長野)

:

2

3

4

 
11 

病徴及び標徴2. 

とれば本車iの柄子殻で、ある。柄子

(Text-fig. 2) 。

病院葉は福色乃至友褐色を呈し p 葉上「こ小黒点が散在する。

殻む]買均;iは僅かに葉去に突l1i し，成熟すれば頂孔をr:~ < 



スギーの苅j;tii病にì~還する病原学的、設に病正I[!学 (l~J研完 (伊藤・渋)11 ・小材~)

Text-fig_ 2_ Macro.ρ/zoma Sugi on the needles of Cryptom己ria_

(Scョle=lmm)

3_ 形態

- 95-

若Õ {í-::年が行った本 J'ßì子実体の;[[1]定fJl'[を郁 10 表にあげる (PL m, 6; Text -fig_ 7, 7) 

tr~ 10 去 Macroρhoma Sugi 子実体の;Jli]~紅[ (μ) 

(Dimension of M acroρhoma Sugi in microns_) 

柄 子 設 i 分生子梗長 柄ー 日辺 子
Pycnidium Pycnospor巴

l 殻 d壁th 厚of!l 孔口の幅of L田~~~of I 

高H巴ightさ: D問12(|直径t ) Wi Width conidio・長ng径th 短Widt径h 
ロleIer I wall ostiole phore 1 Le 

No_ 1_ 宮城県広瀬村， 2 年生苦， 14/ W '49 

最 133 138 10 10 9 24 5 Min_ 

最島1ax大. 238 238 18 13 15 29 7 

平 均 202_5 193_8 12_8 25_8 5_7 Av_ 
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附子殻
Pycnidium 

I • Wj IJ21 子
分生 F梗長 Ipycnospore

Length of I 

高さ
Height 

同(f紅白 [ 議J25
Diameter 1 

干L口の隔
Width of 
ostiole 

conidio- 長径恒径

waII 
phore I Length Width 

NO.2_ 秋川県本荘町 2 年生前 19/ IX '49 

最 181 168 ‘円 21 21 6 
Mi口. ー‘ ー・

最Max大. 206 185 23 23 25 日

平 均 193.4 175.2 19.9 23.3 7.8 
Av. 

)J;( (1923) 及び、沢 111 (1950) が一本的。形態について述べたととろを:jl;ìj記すれば部 11 夫の泊

りである。

:tr~ 11 夫 Macroρhoma Sugi の形態i乙関する従来のd己iKI(

(Morphological notes on MacroPhoma Sugi reported by ear1ier workers_) 

著者| 柄子.殻 l 分生子槙 制胞
Author I Pycnidiurr1 Conidiophore Pycnospore 

子

原 (表皮下に埋没し，球形叉は局腕， 短線状， 夫さ 10 I 紡錘形叉は円筒形，両端細まる，
1 n'J径 150~250μ。殻墜は『実質， J買端 ~14x3~3.5μ。 I Jm色平滑，大さ 15~25 x5~旬。

(1923) I 
|に孔口を有す。子L口の直径 10~20μ 。

沢 口I I 表皮下に生じ，黒色，球状，孔口は|単条，無巴，大さ|拶庇E形，両端や L鈍頭，単11包，無
I 15~20μ 。 大さ 120~288x 1~3~ I 1O~13x2~旬。 I 色，微細なる殿1校体そ充実，大さ

(1950) おい 18~27x 6~9.5μ。

郊 10 衣;及び"U~ 11 去を比較すると，一汗P「等の ìJ!lI J-ë目立は 1);( (1. c.) のそれに比して少しくた

なる ft(j I ，'J はあるがp 詳しい主はなく ， Macroρhoma Sugi H，\nA と 1，;]定してよいであろう。

il~J沢 111 (1. c.) はイ~j'f:jの守主としてスギのほかにカラマツをあげている。

4. 柄胞子の発芽

本閣の相胞子の発芽は極めてiiliかで， 2% (1出品;j糖:n~天上i乙-於て (25~300C)僅か数時UHで発茅

を認める。発:おj:.:(ì;は胞子の両端から 11~づっ突出するのが持活で fr'rJ発芽に当り僅かに膨犬し，

叉 1 r，ijjの陥映を形成するとともある (Textイig. 7 , 8) 。

5. 曙養基の種類及び濃度と菌叢の発育，柄子穀の形成との関係

(1) 1J1ê試培養主主及び実験方法 Phoma cryρtomerzae の場合と同一。

(2) 実験結* (a) 菌叢の発育は極めて良好で、 5 日後には何れの崎ー養Jたでも全産

両を蔽う。菌議の色ほお鈴薯寒メミ及び旬萄糖寒天では初め淡緑色火で濃緑色，叉スギ葉煎汁寒

天では次仁I色を呈する (P1. vr , 3) 。

(b) 柄子殻及び柄胞子iまイj'1れのま骨子安基にも形成され，そのMlJ顕著な差は認められない。

8. 各種塔葺基上に形成された柄子殻及び柄胞子の大き
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14 ハ'I[ '49) の相子2 年生 Ln ，前実験により土庁芸然 1'_l C.形成された判子、i (No. 1一宮成果r j-瀬村，

波及約JJ包子を測定したjiJf県を示せば第 12 炎の通りである。

千村rn;J)~ゾ〈土庁芸 J.!i:_ 1 -.1こ形成された Macroρhoma 5ugi 子実休のìJ!iJ定1!Ll (μ) 

(Dimension of the fruit body of J1.f acroρhoma 5ugi produced 011 

various agar-media in microns.) 

;;j'~ 12 炎

相'i Il包
Pycn03pore 

範 l明 l 平均
Rang巴 Averag巴

子殻

平均
Average 

m
 

u
 

t
,d i

i
 

一

n
c
 

y
 

p
 

範[舟
Range 

ff'i 
五5宝主iTh 

20.5 x5.0 18~21X4~6 433 . 1 x 35 1 .4 

Agar.rnedium 

19.8x5.8 17~24x4~7 315.4x254.2 

2つ .1 x6.6 

19.?x5.2 

16~23x5~8 

17~23x4~6 

430.6 x 386.4 

420.6 X 334. 4 

292~512x 
231 ~475 

18.3x5.3 17~21 x4~3 2ヲ0.2x228. 。

20.8x7.0 17~23x4~8 427.0 x 323.4 
do. 

2j'~ 12 夫にみるように崎長人U:に形成されたN'.i子殻及て.K1/'i胞子のえさは，土庁養基の間期及び、

決j立には殆ど影響されるととはなく 111存々大さは等しい。 fr'，H~f3三J-.の胞了・の大さ(第 10 j.ミ)に

比べて収益)，I:J-.の IJ包ー了凋は長さがかなりノj、になっている。

Sρhaeroρsis cryρtomeriae SλWA I>λ m. 

寄主の樹令

;年 JR(弓ょが本国について司r'~1をした441イーの咋築地及びi子主の樹令を示せば苛H3去の泊りである。

tfÇ13 衣 5)うhaeroρsis cryρtomeriae の寄主の樹令

(Age of the host of 5ρhaeroρsis cryρtomeriae. ) 

l 柄胞子の形成
Pycnospore 
formation 

÷
÷
e
f
-
-
1
0
+

二
十

十

採集時期
Date of 
collection 

28/ VlIl '49 

21 !九百 '49 

1 ! IX '49 

24/Xl '49 

29 / JJI '50 

21 / VI '5 つ

27/ ¥1 '5 ヨ

23/ 百宜 '50 

lv| 
!造林木 (6 年生) I 

l o (15年生) i 
台木 (10年生)

台木

造林木(40年生)

造林木

.2 年生苗

造林木(10年生) I 

(前橋)

(花輪)

(仙台)

(和国)

(天城)

馬鈴薯君事天(襟 iW) 353~561 x 
Potョte agar 256~414 

か (1/1 濃度) 215~402x 
do. (1/.; c口市.) 184~378 

ブドウ借主主天 (標准)
2% glucose agar 

か (1/，[濃度) 305~7ヲ3x
do. ('/品 cons.) 207~488 

スギ現~!mtr然支(様准) 215~366x 
‘ Sugi" needle _'V -vvví90、28(;
dccoct. agar 

('/1 濃度) 342~586x 
(1/1 cons.) 281 ~403 

地

群馬県碓氷郡臼井町小根山試験地

山梨県南巨摩郡万沢村

秋田県鹿角者ß柴平杓手L牛山苗畑

宮城県宮城郡広瀬村愛子苗畑

山形県最上郡及位村釜淵分場苗焔

秋田県岩ノ目経蛍歪

静岡県田方郡上狩野村活越苗畑

高知県土佐部地蔵寺村民有林

集
Locality 

主
、

L
h
M
 

子J
仏

香
N
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都 13 夫にみるように本菌は市f，:，台本及び、 40 /，1'-生の法林イミにも 5認められる。

2 病徴及び標徴

病~I土赤招色乃至件j色を呈しタ枝葉 I二に

柄子殻が点在する。 柄子:設は組織内にそ

の大部分を埋没し，手JJめ孔口を有しないが

後にP;J き，TI'{端は突lii して山型をなしその

先端は次1:':1色乃至寅r'l色を呈する

fig. 3) 。

3. 売会
~ ... 
Fje; 
.，~" 

(Text-

本昆!の子実休に関了ずる者~.等のi!lI!';.[ご1Ú を

示せば抗 14 去の通りでb る。

沢 lfi (1950) によれば「子殻は球形， Hì~T潟

色，孔庁そ有し，直径 305~470 f.l o 担子1更は単

条，円柱状，無色，大さ 15~33x3μ。約一子(土楕

円状，長楕円状，倒卵状， fl詳Jl包，褐色， ?百に抑

子槙を附・泌す。大さ 19~22x9~lOμ. .. . J と

あるが，苦託等の浪IJJii11i1!土 1 1 ft-々とれに一致

する (PI. m , 8; Text-fig. 8, 3) 。

欧米に於てマツその他の釘-;r.~樹D糾14f及

び::tti・í\ì を )itlりする Sρhaeroρsis ellisii 

(CHA:t¥IJALL 1938 , etc.) とは TI iJ t主で， 0'¥.111 (1. c.) が命名し7こ 51うhaeroρ'sis cryρtomeriae 

を採川してをたく。

4. 柄胞子の発穿及び培養

発芽率は極めて小で，数回の実験'1 1 15% が最大で、あった。発芳三'ì{;:i主力\Ç色タ '[JJ め~\市立に官む

が， 11j11ぐするに従い陥IJ見が形成され IIつ原形質は漸4えたJiii部に移行し)J包ニfに近い部分は主虚と

なる (Text-Íig. 8 , 4) 。

iì0胞子の単簡Jl}琵を行うに，民主(?薯寒天J-JC於ける菌叢l主初め白色納状，後1:::: 控黄色，披.Ií:

状をたし p 菌;院の哀両は茶色乃王赤茶色を呈する。 20 0C，約 2 ヶJj 後， l'Gi _iit}1;]縁部 l亡約了A，;.設

が形成された。相胞子は初めす特緑相色後に成熟すると濃相色を呈する。

培養基上に形成された柄胞子 (No. 1一群馬県白井町， 6 年生， 28/¥1ll '49) Ij_))';_ さは 15~19><7 

~11μ，平均 16 .4 x9_0μ で、守主上むもの(第 14 表)と等しい。



スギの赤枯病に関する病原学的立主に病理学的研究 (伊膝・渋川・小林)

U04 表 Sρhaeroρ'sis cryρtomeriae 子・実休のiJlll ).ëlf1'[ (μ) 

(Dimension oﾍ Sρhaeroρsis cryρtomeriae in microns.) 

最小
島1in.

最大
Max. 
平均
Av. 

266 

5~6 

45ヲ .5

342 27 

427 39 

386.3 32.3 

40 

42 

40.6 

No.2. 造林木( 15 年生) , 

8 

山梨県万沢村，

最小
乱!J:in.

最大
Max. 
平均
Av. 

335 

357 

330.8 

271 23 

No.3. 

最小
乱1in.

最大
孔1ax.

平均
Av. 

297 

323 

309.8 

318 27 
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作i 胞子
Pycnospore 

長径|鰐径
Length IWidth 

28!¥1Jl '49 

17 

27 

22 ・61

21 ! VIl '4ヲ

19 

32 

25.8 

1 ! IX '4ヲ

23 

32 

26.9 

17 

23 

19.4 

17 

23 

19.9 

9 

13 

10.6 

13 

294.5 10.6 

24ヲ 27

240.8 24.9 

No.4. 宮城県広瀬村， 台木， 24! XI'49 

301 21 -

2ヲ-

24.4 -

最小
Min. 
最大

乱!J:ax.

平均
Av. 

399 

525 

458.0 

610 

457.5 

36 

26.0 

19 

488 

No.5. 山形県及位村， 造林木 (40 年生)， 2ヲ/ 1[[ '50 

14 15 

20 

18.2 

10 

12 

10.3 

B 

11 

10.1 

小
・
大
・
均

n

x

 

M

地
釘

最
最
平 576 

522.5 

403 15 

488 23 

451.1 18.2 

lY. Stagonosρora cryρtomeriae SAWAlJA 

18 

15.8 

8 

11 

9.9 

1. 寄主の樹令

著者等が調査した本菌C採集地及び寄主を第 15 表に掲げる。

即ち本W，îは 2 年生首，持木古及び 30 年生活林木等広い範囲む樹令の寄主に認められる。

2. 病徴及び標徴

権病枝葉はij，乙伺色を呈し，柄子殻は主十葉i集部に多く形成されて縦にー列に並び黒点となって
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Stagonosρora cryρtomeriae の寄主の樹令第 15 表

(Age of the host of Stagonospora cryρtomeriae.) 

採集時期
Date of 
collection 

寄主
Host 

ヰ
十
十
十
十

+

21 I VJl '49 

24 I Xl '49 

か

24/ Xl '49 

2 / JI[ '50 

23/ 羽[ '50 

造林木 (5 年生)

2 年生苗

挿木苗(伏条校)

造林木 (30年生)

。 ( 15年生)

か (10年生)

愛知県南設楽郡新城町 (新城)

秋田県仙北都中川村高屋苗畑 (角館)

か 河辺郡船岡村七五三掛野苗畑(大曲)

高知県土佐郡地蔵寺村民有林

| 柄胞子の形成
Pycnospore 
formation 

地集
Locality 

採番号
No. 

1

2

3

4

5

6

 

現われ，葉表にるまり突/+\する ととは友い

が p 班点はかなり大で)I~詰郭はや L ぼけている

ととが多く， ~I:t央に裂孔を聞くものもある 。

首E
，'"・

奔会3. 

著者等が行った子実休の測定結果は第16表

の通り である。

沢田 (1950) の記i院には r . . 子殻は葉に縦

(初め) 表皮下に生じ後表皮破れてに一列に並び，

柄子手L口を聞く。黒色， 球状， 直径 190~288μ。

基部円状，先端円銘頭， 6 箇のや扱針状，は直，

無5 箇の隔膜を有し，~:Eま状なる穎粒体を具へ，

色，大さ 57~6'1 x 10~13μ... .J と るるが，著

手子等の測定値では柄胞子がとれよりや L 大形

の ものがあれ叉隔膜数も 5簡とは限らや 4

~6 箇を有する (Pl. lV , 1-2; Text-fig. 

8 , 1 ) 。

柄胞子の発芽及び培養

柄胞子の発芽は新鮮材料でも甚しく良否が

4 , 
Text-fig. 4. Stagonospora cryρtome打。e

on th巴 needl es of Cryptomeria. 

(Scale= 1mm) あ り， 多くは 10% 以下であるが，た Y 一例

70劣を算したものがるった。発芽管は初め両端の細胞から H\るが，後には仁1-'間細胞からも1ft'長

し，胞子む内容は甚しい頼位状となり， 淡黄色に見えるととがある (Text'fig. 8 , 2) 。

~'Ï"î胞子からの単筒晴養を行うに，馬鈴薯寒天上の菌叢は初め淡緑友色，後手C第陀着色を士12 し

約 15 日 後 (25 0 C) には商議J:_'.K 黒色小粒点が形成され

柄胞子の71予状， 大さは寄主上のもの と 01各々等しい中に*ì"î胞子を含む。

|屠緑色を呈 し 3 発育は援慢である。

とれは柄子殻で ，る。



(Pl. VI , 4) 。

スギの赤枯病に関する病原学的並に病理学的研究 (伊藤・渋川・小林)

第 16 去 Stagonosρora cryρtomeriae 子実体のìW1Jëf[l'[ (μ) 

(Dimension of Stagonosρora cryρtomeriae in microns.) 

M 子殻
Pycnidinm 分生子模長| 柄胞子

Pycnospore 

-101 ー

高さ
Height 

11L日of同 l相fl 品了 長 さ|隔|隔膜数
Length [wi仙 i N:21:Lof 

最小
Min. 
最大
Max. 
平均

Av. 

最小
Min. 
最大
Max. 
平均

Av. 

υlameter I wall pnore 

No. 1. 愛知果新城町，

253 245 

No.3. 秋田県中川村，

34 

47 

40.4 

よ吉林木 (5 年生)，

B l  
11 

9.0 

掃木苗(伏条校) , 

13 

25 

21 / ¥11 '49 

60 11 

78 15 

66.9 10.4 

241 XI '49 

61 

76 

65.8 

No.4. 秋田果船岡村， 造林木 (30 年生)， 241 XI '49 

最小
Min. 
最大
Max 
平均

Av. 

215 

327 

277.7 

V. Pestαlotiα 風車類

1. 病徴及び標徴

241 

310 

271.2 

17 

38 

26.9 

11 

21 

15.8 

57 10 

84 13 

69.3 11 町。

4 

6 

。

6 

枝葉患部は制色乃王茨褐色を呈し，末期の拘束は敏曲し友白色となる。分生子):f[:は初め表皮

下にあり，後に表1之を縦裂して葉支上l亡点在し，や L 楕円形で淡黒衣色乃至漆黒色を呈し，王;!:E

点の rll:'.Î~官官に裂口を有する。過湿な状況下では裂円から黒色の胞子fりを突/P，するととがある

(Text-fig. 5) 。

2. スギの Pestalotia 菌

スギの Pestalotia 菌として近年まで知られていたものは Pestalotia funerea DES~J. 

(SACCAlmo 1884 , Kr,EJlAI1X 1914 , WHITE 1930) , P. funerea DES~1. f. cry�tomeriae 

SAιじ (KLEBAHN 1914) , P. cryρtomeriae COOKB (SAι:CAlmo 1884 , GUlJA 1932) , P. 

conigena Lﾉv. (KLBDAJIN 1914) 及び P. Shiraiana P. HK'iX. (ド内r;J引井Iドニ 1四90白3 ， SA以(、も氾:CAむ仏ω:Aλ川1

1四91臼3，市部 1915，ば 1927，北品 1933 ，沢町 1950 ， etc.) の 5 でるった。

P. Shiraianα は白井 (1903) が吉野地方のスギ造林水に見/i\ した菌に P. HBNXr:"GK が命



-102 ー 林業試験場研究報告第 52 号

Text-fig_ 5_ Pestalotia Shiraiana on the needles of Cryptomeria. 

(Scale= lmm) 

名したもりである。 11止近沢川 (1950) は P. cryρtomeriaecol a 及び P. aomoriensis の 2 新

種を記iほしている。

著者等は多数の根本を検するに， l iJJかに形態的立~il!tのある 3 ;fÆの Pestalotia 官、i を認めた。

先づとれらを海外l乙於で記ii売されたものと比l院してみる。 P. funerea は研究1)-によって形

状，大さの記1I主にかなりの芸が認められるの"\CCA1WO 1884 , STEn::;-';f; 1913 , KLEllAIIX 1914 , 

GUllA 1929) が，大休のf刷口!として織もが 2~6 本の広範囲にわたり，日aっその長さは奴c

著者等の菌は 3 種ともとれに該当しない。 P. funerea f. cryρtomeriae はスギの枯死した鱗

片に認められたもので p 繊毛l土 3 本であるがやはり短い (KLEHAJ-IX 1. c..)o P. cryρtomeriae 

は胞子ノj、形，着色 3 京rn胞は同色且つ繊毛は短い (SACCARDO 1884 , GUDA 1932) ととなどから

著者等の菌に該当するものはない。 P. conigena も繊毛は続く (KLEBAHX 1. c.) 著者等の菌

とー致せす勺叉 GUDA (1929) はとれを P. flmerea の Synonym として取扱っている。

以上の通り海外θ記載と著者等の 3菌を比較してみると，とれらに該当するものは見出し難

c 形態的に P. Shiraiana , P. cryþtomeriaecola 及び、 P. aomoriensis に夫々より近似

であると言うととがIH来る。
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寄主の樹令

著者等が，J ，'ðj長した P. Shiraiana , P. cry戸omeriaecola 及び、 P. aomoriensis 3 菌の分

布及び、寄主の樹令を示せば第 17~19 去の通りである。

3. 

Pestalotia S hiraiana の寄主の樹令第 17 夫

(Age of the host of Pestalotia Shiraiana.) 

番号
No. 

l 分一成Conidium 
formation 

十
+
+
+
+
十
+
十
十
十
十

T

十
十
十
+
+
十
十
+
+
十
十
十
十
十
十
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+

28/ V '4ヲ

14/ 羽1 '49 

11 

20/ Vll '4ヲ

21/ VII '49 

16/ 四 '49

27/ �ll '49 

28/\置 '49

29/ ¥1Il '49 

21 刃 '49

砂

ヲ

Q
ノ

9
Q
J
Q

，

A
・

4
・

A
a
A
&
A
A

,,,,, 
か

W比
w
u
k
K
9
w
u
h
H

/

/

/

/

/

 

4

7

3

5

4

 

-
A

つ
企
つ
ん
ハ
ノ
ム

24/ II '50 

29/ ]l[ '50 

29/ V '50 

27/ Vl '50 

29/ VI '50 

7/ 羽1 '50 

12/ �11 '50 

23 1\宜 '50

10/ ¥1Il '50 

18/ 珊 '50

25/ 四 '50

24/ IX '50 

18/ X '50 

グ

採集時期
Date of 
collection 

" 

l 採集Locality 

1 I 山形県西川賜郡小国町古田苗畑 (小国) I 3 年

2 I 制限的問広瀬村愛子苗畑 (仙台) I :2 

3 かか か 3 か

4 秋田県仙北部中川村高屋苗畑 (角館)台木(10ー 15年)

5 :愛知県南設楽郡新域町 (新城)造林木 (4 年生)

6 秋田県fIll北部中川村高屋苗焔 (角館)台 木

7 I 群馬県北甘楽部吉田村大桁苗畑 (高崎) I 2 年 生苗
8 I 1,. か か!造林木

9 11 碓氷郡臼井町小根山試験地 (前橋) 挿 木 苗

10 11 11 " 造林木(10年生) i 

11 秋川県鹿角若i円、坂町兎尻沢苗畑 山 引 苗|
12 11 11 台木|

18 11 二It'[火間部長木村上代野苗畑 山 引 苗 i
I ..Lヘ t・14 11 "口不

15 11 ~I臥[時限迦内村 i 3 年生苗

16 " 平鹿郡横手町横手苗畑 (横手) 2 " 

17 山形県最上郡真室川村新町苗畑 (真室川) か

18| 秋田県1臥田郡大阿仁村幸重 加 竿 生
19i か 砂 比立内部国(阿仁合)猪木苗

20 11 WI北都中川村高屋苦畑 (角館) か (伏条校) I 
21 11 河辺郡船岡村七五三掛野苗焔(大曲) 2 年 生苗:

22 か ろ か台木 (20年生)

23 I 山形県最上郡及位村林試釜淵分場内 l 造林木 (40年生)

24"  " 

25 I 東京都目黒区ド目黒林業試験場内 i 2 年 生

26 I 静岡県町方郡上狩野村猫越苗畑 (天城) !, 

27 !;岩手県紫波叫古館村果営苗畑 造林木( 15年生)

28 愛媛県宇摩郡関川村 '2 年 生苗

29 岩手県紫波郡古館村果蛍苗畑 か

30 高知県土佐郡地蔵寺村民有林 造林木(15年生) I 

31 " 安芸郡奈半利町須川苗畑 .2 年 生苗 l

32 三重県鈴鹿市鈴鹿苗畑 (亀山) : " 

33 山形県最上郡及位村林試釜淵分場苗畑 1 11 

34 I ì高知果幡多若1\昭和村葛龍怨I1山苗畑 浮 か

35 I 長野県上水内郡柏原村柏原白川1l (長野) I 11 

36 I 群馬県北甘楽都圏牧村 |造林木 (12年生)

37 " 11 " (40年生)

ー争キー
国

首ー

寄主
Host 

生

y

主白
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第 18 夫 Pestalotia cryρtomeriaecola の得主の樹令

(Age of the host of Pestalotia cryρtomeriaecola.) 

番N号0.!l 採 Loc集ality 地 寄Host主 採D集ate時of期 1| 分C生o胞子形成of Conidiurn 
coIIection formation 

2 

3 

番N号0_ 

2 

秋田県北秋田郡長木村上代野苗畑 山 91 ←珂§キー 2/ IX '49 

か 仙北部中川村高屋苗畑 (角館) 2 年生苗 24/ XI '49 

岩手県一ノ関市山ノ目民有林 |造林木 (15年生) 30/ IX '50 '. 

trn9 友 Pestalotia aomoriensis の寄主の樹令

(Age of the host of Pestalotia aomoriensis.) 

+ 
-,-

十

採 Loc集ality 地 寄Host主 採D集ate時of期 分生胞子形成
Conidium 

coIIection forrnation 

[巾東京荊者都I同下悶耕開験鱗場内 12 年 生苗 l B/I 49l 十

|秋田県河辺郡船岡村七五三掛野苗焔(大曲)台 木 27/ IX '49 -,-

第 17~19 去にみられるように Pestalotia 苗は何れも lVi本から浩林水まで広範1mの粒j令 iこ

めたって見出され， i占，53-，省のうち P. Shiraiana は故も)抵々 J忍められ，スギの Pestalotia の

大部分はとれであり ， P. cryρtomcriaecola 及び P. aomoriensis の 11'，現する頻度は極めて

ノj、である。

4. 形態

( 1) Pestalotia Shiraiana P. HEXK. 

本菌は寄主1--.1乙正常の分生子士H~の外に所謂 pseudopycnidium (慨がj子殻)を形成するとと

がある。ミq:x-等は正常分~I三干・!tt 及び、 pseudopycnidium に形成された分生胞子の形態を比iji交

し，倫夫々単位.培養を行って両1)-は全く同一菌であるととを椛めた (P 1. lV , 3-5; Text-fig. 

9 , 1-2) 。

Pseudopycnidium を形成する Pestalotia 菌は分類学 [-jJリの取扱いをすべきだと常う議論

もあるが (GUBA 1929 , p. 194 参mO ， との読には[，，]立し刻i いl/~があれ寄主及び環境の如何

によってとれが形成される場合もあり作p 少くとも本国に於ては正常分生子1ftを形成するのが

普通で、， pseudopycnidium は比較的防にしか認めるととがIH来ない。

箸:x-等が行った寄主及び培養基上のう子生胞子のilUJ定fJt(をあげれば明 20 去のilll りである。

白井(1903) の本商の記i践には「・・・・分生胞子の大さ 25x6μ ， 3~5の繊毛を有する・・・・」 とある

が，附図には pseudopycnidium 及び、 3 本の繊毛を有する胞子を掲げτいる。沢 I iI (1 950) は

「・・・・胞子層は初]め表皮下に生じ後大きく関口す，黒色，大き 205~320μ ふり，胞子は紡錘形， 5 細胞よ

り成り，両端細胞は無色，中央 3 細胞は着色し， 頂に 2~3 本の繊毛を有す・・・・着色細胞は 3 細胞，一様

に暗灰色乃至灰色，大さ 13~15x6~6.5μ，・・・・全長(繊毛及び柄を除く)は22~27μ ・・・・」とあるが，
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着色細胞はよく rtJ_ましてみると上部 2 市111胞は下の 1 細胞よりもや L 浪色である (Text-fig. 9 , 

1-2)。

第 20 表 Pestalotiα Shiraiana 分生胞子のiJli)5丘町( (μ) 

(Dimension of conidium of Pestalotia Shiraiana in microns.) 

|長さ
Length 

NO.2ーβ.

最小
Min. 
最大
Max. 
平均

Av. 

最小|
乱1in.

最大
Max. 
平均

Av. 

幅
Width 

|着色部の長さ |柄の長さ
Length of I Length of 

I colored portion I pedicel 

犬
」p
d

長
H
a

一
の
割
削

F
t
n
i
 

繊
h

一
敏
町
匂

毛
m
詑

円U
P
T
A

繊
N
o

宮城県愛子苗畑， 2 年生百， 14/ VlI '49 , 

21 6 

27.3 6.6 

No. 13. 秋田県代野首畑， 山引苗， 2/ XI '49 , 

最一小 21 5 13 
JYllU. 

:&"大 28 8 17 
よI泊lax.

平A 均 2勾5.5 6ιω.3 凶
.l-¥.v. 

No.2一日. 宮域果愛子商畑， 2 年生苗，

33 9 

4 

6 

(寄主上)

12 

24 

15.0 

2 

4 

3 

(寄主上)

2 

4 

3 

15 2 

(17  

4.4113・4

14/VII '49 , (培養基上)

28 b q
u

勺
'
a

NO.2-β. 同上， (培養基上)

最小')f..に
白己 14 Min. ~Vυ 

最大引 ザ
471ヲMax. V-" 

平A 均 30.3 6.2 16.2 
.l-¥.v. 

No.5. fj霊知県新城町， 造林木， 21/VII'49 ， (培養基上)

最一小 23 凸 ! 
lVllU. 

最大つQ η| 
乱1ax. ~V 

平Av 均 25.5 6.4 

No.7. 群馬県大桁苗畑， 2 年生苗，

37 7 19 

31.7 6.7 16.6 5.0 

17 

28 

21.6 

3 

3 

2 2 

5 

4.1 

12 2 

17 5 

14.1 3.7 

24 一
一
“

ハ
ノ
ゐ

最小
孔1in.

最大
乱1ax.

平均
Av. 

5 13 2 

32 6 16 B 

13 

24 

18.4 

13 

22 

16.0 

3 

3 

2 

3 

3 

(培養基上)

12 

23 

17.3 

3 

3 27.2 6.1 14.2 
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さ
hσ

b
 

n
 

巴

長
L

隔
Width 

着色百~\の長さ l 柄の長さ
Length of Length of 

colored portion pedicel 

繊毛の長さ
Length of 

seta 

繊毛数
Number 
of seta 

No.9. 群馬県小根山試験地， 挿木苗， 29/\盟 '49 ，

最 25 4 12 3 
乱1:in.

最孔1ax.大 32 7 16 10 

主'JZ 均 28.1 6.3 14.2 5.5 Av. 

(培養基上)

12 2 

22 3 

16.6 3 

註: No.2唱・・・・・. Pseudopycnidium 内に形成されたもの。

No.2-β・・・・・・正常分生子堆内に形成されたもの。

( 2) Pestalotia cryρtomeriaecola SAWADA 

J子 Jf-f穿のiJllJÆlúを示せば箔 21 去の辿りである。

第 21 友 Pestalotia cryρtomeriaecolα 分生胞子のìJ !lJ~fILi: (μ) 

(Dimension of conidium of Pestalotia cryρtomeriaecola in microns.) 

蒼色部の長さ l 杯j の長さ i 繊毛の長さ
l 宅巴nJ l wEth L吋h 吐 Len?th ,of Lel1gL

th of 
|邑，..~.a colored portion 'pedicel seta 

No. し 秋田県代野苗j:lil ， 山引苗， 2 I JX , ' 49 , (寄主上)

繊毛数
Number 
of s巴ta

最小 22 7 
Min. 

最 大 29 10 
Max. 
平 均 25.1 8.5 Av. 

13 114 
28 

4.5 19.4 2 , 3 

2 年生首， 24/:ロ '49 ， (寄主上)

3 2 

17 6 4 

13.7 

No.2. 秋田県高屋苗畑，

最Min小. 23 B 15 2 19 2 

最Max.大 29 11 17 6 40 3 

平Av. 均 26.6 9.4 15.5 4.0 30.6 2 

No.l. 秋田県代野川lIï~ ， 山引苗， 2/ JX '49 , (:t門主主基上)

最一小 20 7 13 
A吐1ll.

玉三， 大 25 8 16 
lYlax. 

平.均 !25.1!7.51 14.3 
AV. 

2 13 2 

5 32 

25.6 

3 

2.8 3 

沢旧(1. c.) の記載には「胞子層は初め査状，後孔口を聞きて断面は三角状となる。胞子は 4 箇の隔

膜を有し両端の細胞は無色，中の 3細胞は着色，特に 2胞は濃色，下の 1 細胞はや L淡色。大さ 13~16x

8~9.5μ。・・・・基部に 1 短柄を有し大さは 7~8x1μ。・・・・ 3 本の繊毛を有L無色，大さ 33~45x 1. 5~2μ 

ふり」とある (Pl. N , 6; Text-fig. 9, 3-5) 。

( 3) Pestalotia aomoriensis SAWADA 

著者等の測定値は第 22 表の泊りである。
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出 22 夫 Pestalotia aomoriensis 分生)J包了-の iWJ ):i訂正[ (μ) 

(Dimension of conidium of Pestalotia aomoriensis in microns.) 

長Lengthさ 中高 着L色en部gtのh長ofさ 柄Lpeのendgi長tchel oさf 
繊毛の長h さ 繊毛数

Width Length of Number 
colored portio口 seta 。f seta 

No. 1. 東京，日黒林業試験場苗畑， 2 年生首， 81 1 '49 , (桔護基上)

最 23 7 13 4 19 2 
Min. 

最孔1ax.大 82 10 18 B 27 A 

平 均 2'1.9 8.0 15.6 5.4 23.4 3 Av. 

NO.2. 秋山県七五三掛野首畑， 台木， 27/1'¥ '49 , (:1{\，益基上)

最 26 5 13 4 18 2 
Min 

最Max大. 33 7 17 7 34 3 

平 均 28.1 6.3 13.0 5.4 24.6 2 , 3 
Av. 

沢 111 (1. c.) の li己ijiえには「胞子層は.j<}]め表皮下に生じ，後破れて胞子層を現はす。縁辺多少隆起し楕

円形，黒色叉は白色に見ゆ。 JJ包子は提棒状紡錘形， 4 箇の隔膜を有し，両端の細胞は無色，中央の 3 細胞

は着色，就中上の 2 胞は陥褐色，下の 1 胞は褐色，大さ 16~19x6.5~7μ。・・・・ 3~5 ;$:の繊毛含有し，共

長さ 15~26μ。基部細胞は 1 短fti;jた有し大さ 3.5μ。全体の長さ(繊毛及び柄を除く)は 27~28μ」とあ

る (Text-fig. 9 , 6) 。

以上3 出iの形態iこ於ける顕一者:な来はJくの諸点lてある。

(a) P. cryρtomeriaecola の胞子は長さに比べて帆が広〈独楽型に近い。着色制胞は濃

色で繊Eは長く ， P. Shiraiana 及び P. aomoriensis とはとれらの点で明瞭な差がFLZめら

~Lる。

(b) P. aomoriensis は P. Shiraiana よりもや!. 1:¥1 んの傾向があり，又t{î-色制il胞は P.

aomoriensis はIf市i<J色で'J-.2 市111胞と下 1 京111胞との着色の主は lりJf庶であるが ， P. Shiraiana で

は淡例色且つー l二下車111胞のK77色の去は少く，僅かに下 1 制l胞がや L 淡色である点が異る (Text­

fig. 9 , 1-6) 。

5. 分生胞子の発芽及び培養

3 Pestalotia 菌とも発芽は極めて容易で最下部淡着色細胞から 1 本の発芽管を出す (Text­

fig. 9 , 4) 。

共l乙馬鈴薯寒天|二l亡於ける菌叢の特徴を略記する。

( 1) Pestalotia Sh�aiana 菌叢は初め白色，後 11:淡tJt色となりほじF.坦，気 r~1

菌糸は鍛密で厚さは小。胞子-!Jg ば良黒色，菌叢上にかなり大きな点滴状Iこ形成され，又時には

菌叢白内部にも認めるととがある。靖養基は普通変色しないが僅かに掲変ずる場合もある (P1.

W ， 5) 。
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Text-fig_ 6. P homa cηþtomeriae_ 1-4: Pycnospore" from th巴 hosts

(1, No. 16; 2 , No. 21; 3 , No. 24; 4 , No_ 25) , 5-8: pycnospor巴S

produced on agar-medium (5, No. 3; 6 , No. 10; 7 , No. 15; 8 , No. 24) , 

9-10: germinat絜g pycnospores on 2 % glucose-agar (9 , No. 3; 10, 

No. 24). 

(Scale= 10μ) 



スギの赤枯病に関する病原学的並に病理学的研究 (伊藤・渋川・小林、 -109-
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Text-fig. 7. 1-6: Phyllosticta sp. (β) (1. pycnospores from the host; 

2 , germinating pycnospores from the host; 3 , pycロospores produced on 

agar-medium; 4 , germinating pycnospores produced on agar-medium; 

5 , microconidia produced on agar-medium; 6 , germinating microconidia) , 

7-8: Macroρhoma Sugi (7, pycnospores; 8 , germinating pycnospores) , 

9-10: MacroPhoma sp. (9 , pycnospores; 10, germinating pycnospores)_ 

(Scale= lOμ) 
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/ 

Text-fig_ 8_ 1-2: Stagonos.ρora cryρtomeriae (l, pycnospores; 2 , 

germinating pycnospores) , 3-4: S.ρhaeropsis cryρtomeriae (3, pycno・

spores; 4 , germinating pycnospores) , 5: H endersonia sp. (pycnospores) , 

6-7: Phyllosticta sp. (a) (6, conidiophores; 7 , pycnospores). 

(Scale=lOμ) 



スギの赤枯病に関する病原学的並に病理学的研究 (伊藤・渋川・小林) -111-
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Text司fig. 9. 1-2: Conidia of Pestalotia Shiraiana (No. 2.-1 , from 

typical ac巴rvulus; 2 , from pseudopycnidíum) , 3-5: Conidia of 

Pestalotia cry_ρtomeriaecola (3, 4-No. 1; 3 , conidia; 4 , germinating 

conidia; 5-No. 2) , 6: Conidia of Pestalotia aomoriensis. 

(Scale=10μ) 
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( 2) Pestalotia cryρtomeriaecola i1î設の発77は P. Shiraiana 1乙比べて，l!rだ辿

かで，気 rf ']'iî糸の形成はrrE盛，段 rê状に生存する。初めド10.後に淡1 1]黄色 ， P. Shiraiana よ

りも T~i設は疎で fLつ以い。胞子塊は毛TJめ悶叢内'(flífL形成され，後lに亡夫n耐r古可1可riにも現dわコれるカがT之二大IたににU，点l

状を呈するととは少少、い。まi?養J;~.は変色しない。

( 3) Pestalotiαα01110γiensis 商業及び11!也二r-卵診成の:fÀi.JLIは P. cryptomeγiαecolα 

に酷似するが，段 l王状l:ti叢の衰I白{に淡制色併を形成するととがある (PI. ，~， 6) 。

Pestalotiα 悶 311Mtt!の昧芸JιI二の特徴は上記のiill りである。 P. Shiraiana は菌叢が淡桃

色を呈し，大JJ.1油状に胞子塊が形成されるとと及び発育が他の 2 闘に比べてや L 板間であると

とから不易に区別 11\来るが， P. cryρtomeri aecol a と P. aomoriensis の区別は土庁芸基 I二の

45微からだけではつけ~iff い場合が多い。

日 Cercosρora cryρtomeriae SHlJ(.u 

~出に関しては続報に於て詳細!な~(長;今を行う予定であるから p 拾ではi'fí'îllr存な記述に!とめる。

1. 容主の樹令

著行等が司IIJ査した本ltiの寄主の樹令及び探集地をあげれば箭 23 去の辺りである。

~~23 去 Cercosρora cryρtomeriae の寄主の樹令

(Age of the host of Cercosρora cryρtomeriae.) 

探 地
子実体の形成
Fruit body 
formation 

番号

No.1 

1 I 東京都目黒区下目黒林業試験場内

2 1 かか

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

集

Locality 
S1) I H")C3) 

1 年生首 i 22/ x '481 + I + +4) 

2 か"十 1 + I + 
" 1 +1 +  + 

1 " I 11 / XI '48 I + j + + 

2 か I 1 /却 '48 I + I + 1 + 

2 か I 21 / Xll '48 I + i + ~ _�) 

2 か!辺/ XII '48 I + + 
台木 I 13/ IV '49 I + i 一|

か 1/ + i -

2 年生首 119/ 百'49 1 + 
3 か I 28! IV '4ヲ! + I + 
2 か I ? /百 '49 I 十

4 " 10/ V '49! + 
3 " I 20/ V '49 I 十
・ 7) 2 か I ~~2!沼1 '~82 i + 

ム I 27/ V '49 I .-

" " 

埼玉県比企郡今宿村林試赤沼前畑

東京都目黒区下目黒林業試験場内

三重県多気郡荻原村諸戸山林苗畑

秋田県由利郡本荘~Ir本荘苗畑

か 仙北部中川村高呈苗畑

か 北秋田郡七日市村七日市首畑

か 北秋田郡早口町岩ノ目苗畑

山形果西村山郡左沢町左沢古畑

東京都目黒区下目黒林業試験場内

三重県多気郡荻原村諸戸山林苗畑

(本荘)

(角館)

(鷹ノ巣)

(早口)

(寒河江)

+
十
+

±の

土

ート

1) S. .. .病原菌の子座。 2) H....同分生子梗。 3) C ・・・・同分生胞子。

4) 十・・・存在す。 5) ・・・・存在せず。 6) 土・・・・分生胞子存在するも未熟。

7) ・・・・・ 1948 年 12 月 22 日採集のものを林業試験場内に放置(戸外)越冬させたもの。
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採集時期 子実体のbo形dy成
番号 探 集 地 寄 主 Fruit 

Date of formation 
No. Locality Host coIIectiop s I H I c 

16 三重果多気郡荻原村諸戸山林苗畑 . 2 年生苗 土

17 茨城県多賀郡櫛形村上台苗畑 (高荻) 2 11 24 / vl '49 I + I + ヰー

18 愛知県南設楽郡新城町 (新城) 3ρ 25/ 羽 '49 i + + + 
19 秋田県北秋田郡七日市村七日市苗畑 (鷹 ノ巣) 台木 ;; � ~ ，~~ I + I + ぬ「

20 栃木県河内郡国木村果森連苗畑 2 年生苗 29/ 羽 '49 + + + 
21 " " 3 11 

" 寸ー 十 十

22 か 河内郡田原村県営苗畑 3 11 30/ vl '49 + 寸ー + 
23 東京都目黒区下目黒林業試験場内 3 " 4/ VlI '49 + + + 
24 三重県多気郡荻原村諸戸山林苗畑 .2 11 5/ VlI '49 • T ー「

25 宮城県仙台市北六番丁構内苗畑 (仙台) 3 11 71 四 '49 十

26 宮城県宮城郡広瀬村愛子苗畑 (仙台) 」E3a、 木 8/ VlI '49 十 + + 
27 東京都目黒区下目黒林業試験場内 3 年生苗 131 VlI '49 寸一 + τー

28 11 11 4 11 21 ，租 '49 + 
29 三重県多気郡荻原村諸戸山林苗畑 . 2 年生苗 11 + + 十

30 秋回県北秋田郡下大野村八幡合苗畑 (七度) " 4 / 四1 '49 十 l 十 -1-

31 東京都目黒区下目黒林業試験場内 " 10/ VIII '49 日「 寸ー T 

32 " " 4 年生首 11 / 四1 '49 守→ + + 
33 秋田県仙北都中川村高屋商畑 (角館) 2 11 16 / 咽 ' 49 + + + 

34 グ 河辺郡胎岡村七五三掛野苗畑 (大曲) 11 171 VIII '49 T + + 
35 東京都南多摩郡横山村浅川支場内 11 24/Vlll '49 + + + 
36 11 目黒区下目黒林業試験場内 11 25/ 刊1 '49 寸ー 寸ー + 
37 群馬県確氷郡臼井町小浪山武験地内 (前橋) I 11 281 四 '49 + + + 
38 " 11 11 2 11 

" T 寸ー + 
39 11 11 

" 3 11 11 + + T 

40 東京都目黒区下目黒林業試験場内 2 " 30/ 田 '49 十 + + 
41 山形県最上郡及イ立村林試釜淵分場内 2 11 2/ 区 '49 T + + 
42 東東京目黒区下白黒林業試験場内 11 3/ 1玄 '49 + + + 
43 " 11 2 11 5 / 区 '49 + 十 + 
44 11 11 9 年生 16/lX '49 十 + T 

45 秋田県仙北郡中川村高屋苗畑 (角館) 1 年 生苗 " + + + 
46 " 、 " 11 -Eth3 、 木 11 十 寸ー (+ )1) 
47 " 由利郡本荘町本荘苗畑 (本荘) 2 年生苗 19/ lX '49 寸ー + (+ ) 
48 山形県最上郡真室川村新町苗畑 (真室)1 1) 挿木苗 23/IX '49 守一 十 (+ ) 
49 11 " 11 2 年生首 11 + ート ( 十 )

50 秋田果北秋田郡大阿仁村比立内苗畑 (阿仁合) 4 " 25 / 広 '49 + T (+ ) 
51 。 仙北郡中川村高屋苗畑 (角館) 4とゴ2、 木 27/ 区 '49 + + + 
52 。 河辺郡船岡村七五三掛野苗畑 (大曲) 挿木首 " + 寸ー + 
53 山形県最上郡及位村林試釜淵分場内 2 年生苗 28/lX '49 寸ー 十 T 

54 η 北村山郡東根町若木苗畑 (楯悶) " 2ヲ/ IX '49 十 ー「 (+ ) 
55 東京都目黒区目黒林業試験場内 " 26/ X '49 寸ー ーt- + 
56 新潟県新発田市附近 (新発田) " 30/X '49 + 十 十

57 秋田県北秋岡郡釈迦内村 3 11 4/XI '49 + + (+ ) 
58 。 仙北都中川村高屋苗畑 (角館) ーE孟3弘、 木 8/XI '49 十

1) ( + ) ・ ・ 標本輸送の途中，分生胞子が脱落した と認められる もの。
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林業試験場研究報告-114 ー

第 23 去に示すように本菌は実生Wil土勿論のとと拝木市及び 9 "'1ミ生イ立の悲林木iても認められ，

又毎年克i)l!整投する台本工知/主生部Hてあっては樹令 20 "'r~ド内外のものをも侵し p その被害は甚

大で・ある。 1)干し本菌は Phoma cryρtomeriae ， Pestalotiαspp. のように壮，老令樹に見出す

ととはない。木菌D分生胞子は守主上に 5 月上旬から 11 月下旬まで認められる。

本l~îは我が固に広〈分布しているものであるがp 沢 r'l (1928) は台湾に本菌が存在するとと

を述べている。

病徴及び標徴2. 

病;jc}葉は制色乃至暗褐色又は~茶色を呈し，末期lこ於ては件j色乃至友樹色を呈する。茎をも

屡々侵し晴樹色の凹陥部を形成する。

忠部iて病回閣の子実体が散生して形成され暗緑色を呈し葉n'JTから突 11\して毛ば立つ。世しい

ピロード状を呈するととがある。併し胞子及び、抗日病葉は金岡本nMの子実体で

, H
H且分生子梗が肱落した後では子山が少しく突/lll した小黒点となってその痕!怖を止める (Pl.

十持・・・・極めて僅かに分生胞子を認める。1) 



1-2; Text-fig. 10) 。

スギのまí;1古病に関する病原学的並に病理学附研究 (伊藤 ・ 渋川・小林) - 115 ー

3. 形態

半球形の子座から分生

子槌を叢生し p 分生子梗

は単条 ， 1:炎寅褐色 p 少し

く轡曲し，若いものは隔

膜を有し主主 いが老成した

ものには 1~2 筒形成さ

れ， 大 さ 40~80 x 4~6μ ，

頂端に分生胞子を 1 箇宛

つける。分生胞子は初め

長崎円形，単胞，後に倒

根棒状或は阿筒状，円頭

叉は鈍頭，員直或は僅か

に替曲 し，淡黄禍色乃至

撒椛色，成熟したものは

表商に細沈をしき， 通常

3~7箇の隔l撲を有し，隔

、

Text-fig. 10. Cercosρora cry�tomeriae on the needles 
of Cryptomeria. 
(Scale= 1mm) 

膜部に於て僅かに縮れの正うるととがある。京!日胞内に数箇の油球を含む (P1. 百 ， 7;Text-flg.

11 , 1-2) 。

本商の分生胞子について著者等の測定値をあげれば第 24 表に示す迅りである。

第 24 表 Cercosρora cryptomeriae 分生胞子の大さ (μ)

(Dimension of conidium of Cercosρora cryρtomeriae in microns.) 

材 料
隔膜数

N umber of septum 
長さ

Length 

z ノj、 | 最 大 | 平 均
in. Max. I Av. 

Meterial 

No.28. 
東京2 目黒

4 年生苗， 11/刊1 '491 

No.39 
群馬 ， 臼井町

3 年生苗 ， 28/vm '491 

申菌
研Tidth

最 小 i 最大 | 平 均
Min. 1 Max. 1 Av. 

1 6 1 57 3 

最小最大 1 :最多
Min. 1 Max. 1 Mod. 

5 

q' 
ヴ
ー

に
J

に
υ

Q
U
 

O
J
 

no 
6.3 5 9 5 

備本菌の形態l亡関する北島 (1916・ a) ，原 (1924) 及び沢田 (1928 ， 1950) の記載を摘録す

れば第 25 表の通りである。
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2ß25 友 Cercosρora cryptomeriae の形態に閲する従来の記枕

(恥1orphological notes on Cercosρora cryρtomeriae reported by ear1ier workers.) 

著者 分生子梗 分生胞子
Au出or Conidiophore Conidium 

北 島(分生子梗は叢生し，黒視色，先立';~淡色，多限!Ü形，幼稚なものは微賛褐色，隔膜なし，
(1川4) l 少湾曲するものふり，通常隔膜なし。 実告とうmtT， M箇の棚あり，

原 ;叢生して糸状，真直叉(士屈曲s 隔膜多数あ|倒促棒形叉(土円筒形，一方tこ湾曲，隔膜 4~
(1924) り，大さ 44~154XMμ。大雪4P723諸島f熟すれば陪褐色，

|子座より 7~30 本叉は 40 木叢生し単条， 有'1]1:毘棒状円住状，基端切頭， 1頁端鈍頭，真直
沢 田 |禍色乃至陪潟色，多少時出，短きものは隔 叉は多少湾出，局色乃五時褐色，表面に細流
(1928) 富三紋4JZえものは 1~2 を有す。大さ さ115A。 5~15 箇の隔肢を有し大さ 38~82

ヰ195DF 向上，大さ 25~80X4~い 時;。 3~15 箇の隔膜を有し大さ恥町

.li[Jち昌三x.，':)宇の観察及び、iJllJ店長lF県はとれら諸学Kの fi己if，占とよく一致する。たに|ヒ品(1. c.) 及

び似(1. c.) は胞子の支叫に車!日比の存たするととは述べていないが， llilc沢 rn (1. c.) が指摘

したように詳細川こj実検すれば成熟した胞子の友両には極めて{蹴川な沈状突起がt認められる。

4. 分生胞子の発芽及び培養

(1)分生胞子の発芽 本j'iJv分生胞子は蒸耐水'1 1 ， 511年11 \j (25 0 C) 後には容易に発

芽する。初め胞子の-j}irM~xは両41j車tII胞から発刃ミ管を !il し，後には'1 1リと昔日当らも突出する。発芽

管は和11 く先日色でるる (Text-fig. 11 , 3) 。

Van Tieghem cell 訟により，主主1~Y1;J( '1 1 で、行った発;W試

る。

第 26 去 Cercosρora cryρtomeria 分生胞Tの発芽試験

(Germination test of conidium of Cercosρora cryρlomeriae.) 

イ共試材糾

乱1at巴rial used 

(試即日!
I Date of test ! 

温度

Temp. 

(OC) 

I n~.ìtl!1-'!f ~il I 発 芽 |最大発経治時間 Germination | ;芽芽管長
Max. 

1ι?zお: i孟函i云語孟f 発芽胞子数 呈F芽率ピllke叫r
.:~.-_~ Total Germ. Percen- germ.tube 

(加ur) c~;idia conidia らge (%) i (μ) 

67: 1 280.0 
No. 39. 

群馬県，日刊! 2/JX~3/IX '49. (三嘉) 21 480 322 
3年生苗 ， 28/¥1111 '49 

N0.43.1 , o| 
東京，目黒 5/IX~6/IX '49 . {"J'>~' "J QO, 24 1027 756 73.6 385.0 

(23~280) _. ._-. 
2年生苗， 5/IX '4ヲ I

" " " 23 835 713 85.4 367.6 

第 26 去にみられるように新鮮な胞子は 70~6 以、 i二，叉採集後数日を経過したものでもとれ

に近い発芽率を示す。
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Text-fig. 11. 1-3: Cercosρora cryptomeriae (1, stroma, conidiophores 

and young conidium; 2 , matured conidia; 3 , germinating conidia) , 4: 

Cercospora cryρtomeriaecola (conidia)_ 

(Scale= lOμ) 
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(2 ) 土庁養 ~，Áj*1f拙からの分間i は不能に経った。分生胞子の単位[分離を行い 3 f:if[の

ミ忠夫土庁芸Jι1: (25 0 C) に於ける q-，):11去を略記すれば次の通りである (P1. \1, 7) 。

( a ) },!}{t;ì :，IifJJ天(馬鈴薯 2ûûg，葡萄糖 2ûg，蒸溜水 11 ，寒ヲミ 20g) 手JJめ陪緑色，税総，や L

陀起したï'tî設が形成され，後に IÏ4J'長の ql心部から(J色事lii状のf~î糸が生育.し，とれがIJH叢の金支

配，jに拡り 1ßWt色を呈する。児に時 H が経過すると淡桃色の市叢は槌色する。発育は按慢で14fl 

後のïW諜のむ箆は 15~16mm である。

(b) スギ架煎nペプトン率フく(スギ生葉 3ûûg，ペプトンlOg，蒸溜水 11，寒天 2ûg) 車i叢は

誤11ft緑色乳問状に隆起し椴情。f;t;j叢の夫ll'i iは僅かにEば立ち， j凶Z岩jj，議長却!

J槌記色し金!胎属民品~ If"刊性t光沢を千有f すず-る。 14n 後に於ける j'M諜のi山笹J土 8~10mm。

(c) WAK日IA~ 氏本文(葡萄符lOg，ベプトン 5g ， KH~P04 19, MgSO，j・7H20 û.5g，蒸溜水

11 ，寒茨 20gーpH 5.8) y'j fJ ft緑色 p 陛起した閣議を形rrl し， 1'tî:ii'LI:に h'0!リíH01ご 1'];火n色を呈す

る部分がはられる。後に閣議はì'] J.;z (J色事lil状の気 ql芹i糸で1肢われる。 14日後に於ける菌叢の白

径1O~14mm。

北白(1916"a) は稀釈土庁芸法によって本的を排芸したと言っているが， l\:の記i岐には「・・

杉葉煎汁寒天・・・・発育の経過

はフイロスチクタ菌 (90 頁参

照〕と大同小異なり，木菌の

菌糸は前者に比し其の繁殖疎

にして、時に基国に白色な的び

て局在し・・・・」とあり， ;'1汗))~

等のものとは全く異る J

1M木r1\jは分離土庁誌の極め

てN1jl月に Ij~' てまiT養jι1:に fJÍ;

に fff少の分生胞子を形成す

るとともあるが， dL般には

とれをJ2.めるととがない。

Yll. f干'egelina cryρto・

meriae SAWAD.¥ 

1. 病徴及び標徹

底部l土寅相色乃至福色を

呈し，針葉及び、基部に N:~点

を形成する。とり黒，1，1えを拡

大して詳細に観察すると，

Text-fig. 12. Wegelina cryρtomeriae on the 
ne巴dles of Cryptomeria. 

(Scale= lmm) 
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その表面に更に極めて微細左や L 突出した数箇の粒点を認める場合が多い (Text .fig. 12; PL 

L 4) 。

2 . 形態

本~tには完全時代の外に不完全時代 Pleuronaema cryρtomeriae SAWADA がある。著者等

が行った両世代のiSlIJ定自立を示せば第 27 表の通りである。

第 27 表 Wegelina cryρtomeriae 子実休の測定値 (μ)

(Dimension of Wegelina cryρtomeriae in microns.) 

a--Wegelina stage. 

子 Perith襲ecium 殻 子 襲

供試材料
Ascus 

Material measured 高さ l 官) 1 欄 | 長さ | 幡
Height Diam・ of ;~îî I Length I Width 

秋田県船岡村七五三掛野 最Mi小n. 587 390 17 30 5 

造林木 ( 15年生) h最!la大X. 700 23 38 7 

2 / JJI '50 平Av均. 646.9 451.6 18.9 33.2 6.0 

秋田県中川村高屋街畑 最Mi小n. 587 317 17 28 5 

挿木苗 (伏条校) E最!la大X. 775 25 44 7 

3 I JJI '50 平Av均. 664.1 390.4 20.2 35.9 5.9 

b-Pleuronaema stage. 

柄 子 敷

供試 材 :斜
Pycnidium 

Material measured I ~高e さight 

秋田県船岡村七五三掛野
最小 487 512 
Min. 

造林木 (15年生) 最島li.ax大. 537 725 

2 / JJI '50 平均 516.7 601.6 
Av. 

秋閏集中川村高屋苗畑 最Min小. 512 561 

挿木苗 (伏条校) 最h在ax大. 662 634 29 

3 / JJI '50 平均 566.1 597.8 27.8 
Av. 

子As襲cosp胞ore子

7 2 

11 3 

2.7 

7 2 

11 3 

8.8 2.7 

柄胞子
Pycnospore 

短径
Width 

2 

1.4 

2 

1.6 

ダく陀両世代に関する沢1'13 ( 1950)の記載には「子殻は ・ ・や L 隆起し円状， 黒色・・・・表皮下に主主 じ，

扇球状，孔口部は少しく頭部を作る。暗褐色，孔口は大さ 195 x 105μ。直径 535~565μ ， 高さ 256~396μ

担子授は・ ・ー・無色， 大さ 10~28x 1. 3μ。 柄子は]頁生，単生， 円柱状，湾曲し， 両端円頭， 単胞，無

色， 大さ 4.5~6.5x 1. 3~1. 5μ。子襲設は表皮下に散生， や L 隆起し灰白色， 後漸次黒色， 孔口隆起 して

頂平か後孔を穿つ。 孔口部は子座となりて黒色 . .. 子襲毅は球状乃至扇球状， 黒色， 壁の厚さ 30--32μ ，
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直径 320~4GO I-'， 高さ 320~360μ。 子褒(土イ、形恨棒状，先端鈍円， ;Jjl; ì";llや L 円筒形・・・・ 8 胞子を準 3-4

列に含む，大さ 33~41xG~7μ。侭Ij糸を欠く。子袈胞子は円柱状，両端円頭，や L惣曲，無色，平滑，大

さ 7~10x2.0~2.5μ ・・・. J とあるが， とれば汗JT2与の ì)!lJ:;t自立と m存々一致する (Pl. V , 1; Textｭ

fig. 17 , 1-5) 。

3. 胞子の発芽及び堵養

( a) 胞子の発月三 Wegelinα 及び Pleuronaenza IJ;j-lit1tとも，その胞子は 2% 稲

荷糖本KI:で、よく発芽し，発3Jtに当り胞子は著しく膨大し，やl. :;(くい 1 木の発a~管を/1 1す

(Text-fig. 17 , 3 , 5) 。

(b) 土庁養 子襲胞子からの単f:'~jjIt芸はよ!Jß~i著コQO，乙 1-.の I~i議初め淡1'1 色 p 発育や L

絞1払後に淡制色乃至茶初色を呈する。~[iJ句j'M糸のほは，-?:< it~色でそのJ-.Iこ淡払j色の気 rlt菌糸

を ß'iかに生やる。土庁芸)，~は後に制色乃至茶制色に変十る。主7lEl 30~40 日後，由主二J:に払j色小

叫状に11'0子政を生十る。 J1Iに昨日を経過すると刺子泣から j337f色もNCの胞子塊をnrtll l，する。収

益法上に形成‘された刺JJ包子の月刊犬 p 大さは'，i.f =ì:J二のもの (Pleuronaema -[11:代)に等しく，又

子襲殻の形成ーは1認められない。

Text.fig. 13. Physalosρora cryρtomeriae 

on the needles of Cryptomeria. 

(Scale= lmm) 

1!'J1:1ヲ胞子から単向土庁芸したものは子葉胞

子からのものと[rrj- .である。

¥111. Physalospora cryρtomeriae 

HAH,A 

1. 病徴及び標徴

的=実は J''tf.l，j色乃至件j色，後に次制色とな

り，一架上lこ 5~6 恒[のや L 突11'，した虫色

粒点を形成する。 多くは 417t応の釘実に認

められ，侵犯初WJの針葉は黄緑を呈する

(Text-fig. 13)0 

2. 形態

著者ー等がì!!lJ定した本白子実体の大さを示

せば第 28 去の通りである。

原(1918-b) の本菌に関する記故には

T子嚢殻は・・・ー球形叉は扇球形，直径 200~300

μ・・・・孔口(土乳頭状をなし頂端に開く ・・・子嚢

は梶棒状叉(土円筒形をなし頂端円く短き柄を有

す。大さ 120~150x 15~20μ 。 8 箇の胞子を不

規則に 2 列に含有す。糸状体は多くして糸状，
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第 28 表 Physalosρora cryρtomeriae 子実体のiWJj凶i'c (μ〕

(Dimension of Physalosρora cryρtomeriae in microns.) 

子褒殻 子 襲|子襲胞子
Perit:hecium ''''" 側糸長 i Asc回 | Ascospore 

高さ幅(直径)dtftf Leph 長さ 隔;長径|短形
Height .. biam. vv ~~~îî U1 paraphysis Length Width Lengtl�! Width 

最小
Min. 
最大
Max. 
平均

Av. 

最小
Min. 
最大
M旦x.
平均
Av. 

最小
Min. 
最大
Max. 
平均

Av. 

No.l. 愛媛県宇摩郡関川村， 造林木 (47 年生)， 29/ 日 '50

224 

288 

255.6 

No.2. 

185 

249 

222.2 

NO.3. 

237 

288 

263.8 

245 

297 

267.1 

19 

32 

25.9 

122 

132 

127.5 

100 15 20 

145 21 27 

114.8 17.1 23.1 

群馬県北甘楽部西牧村， 造林木 (12 年生)， 18/ X '50 

181 15 80 71 13 18 

237 23 113 92 21 23 

210.7 17.5 96.6 81.5 16.7 20.3 

同上， 造林木 (40 年生)， 18/ X '50 

219 17 122 8 0 !  15 lγ 

262 23 151 101 19 1 25 

237.9 19.3 137.0 93.0 I 16.5 20.4 

7 

12 

9.6 

8 

10 

• 8.4 

7 

11 

8.8 

子霊童と略同長。胞子(士卵形，楕円形叉はや L紛鍾形，両端円<.単胞，無色・・・・大さ 24~30x 13~] 5μ」

とある。

.:ff ;ff等のìWJÆfl止をとれと比較すれば，子襲胞子の短径(lPi~D が版(1. C.) I"C比べてや L 小さ

い点を除けば形態的には差をつけ難い (PI. V, 3; Text-fig_ 19 , 6-8) 。

3. 雫養

子褒胞子から単f当時差を行うに， .t.!J ljì著本天上の菌叢は初め白色，発ffや L 絞世で，後にi炎

相色となり，敏rí:を ~I三じ，僅かにr'I C立の気 r[ I[]!，î糸で蔽われる。室温約 60 日後にYMi&の上又は

培養基と管壁とのr1\1 f乙ノj、黒塊状に子嚢殻を生成するが，分生胞子世代の形成は認められない

(PI. ，~， 9) 。

IX- Mycosρhαerella cryρtomeriae SHIHAT et H ,\RA 

1. 寄主の樹令

著者等が調査した本菌の寄主及び持集地をあげれば第 29 去の通りである。

第 29 表に示すように本菌は 3 年生市から約 50 年生の壮令木にまで認められるのであるが，

古木D場合は極めて少〈又台木p 生装等にもごl丹t題に認められる。

、
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Mycosρhaerella cryρiomeriae の25主の樹令第 29 衣

主主 士 |採集時期
可Hostzl Date of 

I collection 

|防風林 (15年生) I 8/ 日 '49 ! 

か I 14/VII '49 

台木"
生垣 (10年生) 1 10 I 羽 '49

3 年生前 1 16/ 刊 '49

台木 (5-10年生) 1 16/ 日1I '49 

造林木 (30年生) 1 27/ 四 '49

々 (5 年生) 1 万

か (20年生) 1 28/ 彊 '49

(6 年生) 1 か

(10年生) i 29/ 四 '49 I 

か (40年生) I 27 / IX '49 I 

間以林( 15年生) 124/Xl '49 

冶林木(42年生) 1 16 /羽 '49

" 1 27/ 1 、。

24/ II '50 

2/lli '50 

29/ m '50 
30/ lli '50 , 

1 /百 '50

27/ VI '50 ; 

29/VI '50! 

23/ VII '50 I 

30/ IX '50 

番号 1
No. I 

1 宮城県明畑町畑
秋田市金照寺山箆

l 宮城果宮城郡広瀬村愛子苗jJ日

石川県河北郡津幡l吋県滋前畑

|秋田果仙北部中川村高屋商灼l

i 群馬県北甘楽部吉田村大桁首畑

群馬呆薩氷郡白井町小根山試験地

(Age of the host of Mycosρhaerella cryρiomeriae.) 

採
子襲胞子の形成

Ascospore 
formation 

+
+
+
+
十
+
+

地

(仙台)

(仙台)

集
Locality 

(角館)

(高崎)

(前橋) +
+
+
 

" 
11 

土
土
土
土
土
十
十

。 (15年生)

造林木 (42年生)

か (12年生)

造林木

か (6 年生)

造林木 (47年生)

か (15年生)

(15年生)

秋田県河辺郡船岡村七五三掛野苗焔 (大曲)

山形県最上郡及位村林試釜淵分場苗畑

秋田県平鹿郡横手i吋横手苗畑 (横手)

か 河辺郡i船岡本l七五三掛野苗畑 (大曲)

静岡県田方郡上狩野村猫越苗畑 (天城)

愛媛県宇摩郡関川村民有林

高知県土佐郡地蔵寺村民有林

I ;岩手県一ノ関市山ノ自民有林

一

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
Q
J
0
1
2
3
41

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

 

秋田県仙北部中川村高屋商畑 (角館)

宮城県宮域部広瀬村愛子苗畑 (仙台)

山形来最上郡及位村林試釜淵分場苗畑

十ノr

et. 
~~ 寿会2. 

本菌子実体に関する i幸子1)"等の 1)[1)定li{[を示せば第 30 去の辺りである。

Mycosρhaerellα cryptomeriae 子実体の測定値 (μ〕第 30 去

(Dimension of MycosPhaerella cryρiomeriae iri microns.) 

子嚢
Ascus 

隔(直径) 1 長さ|幅|長さ 幅
Diamet疋rLength Width Length Width 

10/ Vll '49 

子襲胞子
Ascospore 

子襲殻
Perithecium 

高さ
Height 

生垣 (10 年生) , 

Av. 

2 

3 

2.9 

13 

20 

15.5 

7 

12 

9.6 

29 

35 

32.6 

秋田市金照寺山麓，

48.3 

50 

78 

57.1 

38 

61 

NO.2. 

最小
島1in.
最大

Max. 
平均
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最小
Min. 
最大

Max. 
平均

Av. 

最小
Min. 
最大

Max. 
平均

Av. 

最 小
Min. 
最大

h在ax.

平均
Av. 

九eri草山主
高 さ | 幅(直径)
IZ巴ight I Diameter 

NO.3. 宮城県広瀬村，

子襲
Ascus 

長さ I隔
Length Width 

防風林 (15 年生)， 14 / 羽1 '49 

子嚢胞子
Ascospore 

長さ I隔
Length Width 

NO.4. 宮城県広瀬村， 台木 14/ 刊 '49

NO.5. 石川県津幡町，

11 

16 

14.0 

1 6/ 羽 '49

2 

4 

3.0 

2 

3 

2.8 

2 

3 

2.7 

2 小
大
均n

x
v
.
 

M

陥
h

最
最
平

小

大
均

n

X

H

h

 

M

M

A

 

最
最
平

55 

74 

66.3 

53 

NO.6. 秋田県中川村， 台木 (5- 10 年生)， 16/ VlII '49 

10 

4 

3.0 

2 

4 

3.0 

原 (1918-a) の記事ーには「子葉毅は散生叉は群生・ ・ ・ ・・ ・球形又は扇球形， 直径 65-90μ，高さ 65-

70μ。稀に直径 130μp 高さ 1 05 ，u o ...予察は長楕円形，長卵形叉は根棒状で頂端円く基部に小柄ð> り，

8 笛の胞子を二列に含む。 長さ30-(?)3 ， 幅 15-17μ。 胞子は紡錘形叉は楕円形をなし 1 筒の隔膜を有

し p 其の部?にて溢れず・・ ・・長さ 10-13μ ， 指 2 . 5-3μ ・・・ ・ J とある。著者等の測定値は子襲の幅は

とれよりもや L ノj 、 P 叉子葉胞子D長さはや L 大友紅?果が出てゐり， 沢田 (1950) の測定値にむ

しろ近い (Pl. V, 4-5; Text-fig. 18 , 1-6) 。
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3. 病徴及び標徴

病2廷は赤褐色乃至友褐色のものが多く J r骨掲色を呈する ととも あり ， 叉末期には友白色に友
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Text-fig_ 14. Mycos.ρhaerella cry.ρtomeriae on 

the needles of Cryptomeria. 

(Scale=lmm) 

る。~の巾誌から先端が枯死

しているものが多く見られ

る。均Æj江主上にや L 降起した極

めて 11比悩な黒点が存在し，と

の.J!:~ .'~~i.の周囲は次白色を呈す

る (Text-fig. 14) 。

4. 子嚢胞子の発穿及び

培養

(1) 子襲胞子の発芽

二子襲胞子は殆ど JI日季をと通じ

て守主上に1字在し，叉胞子。

W~去した空虚な子襲殺を認め

るととも屡々ある。胞子の発

芽は材料によってかなりえき

な設があるが， 90% 以上の

発:!'J'.率を示す場合も稀で、はな

いにJ 夏季宝温，菜、日青木中で、僅

かに 4~5 時間で発芽し， 2 

市III胞の各々から夫々 1 本の発

:!-1 :ø1f~~を出す (Text-fig. 18 , 

7) 。

(2) 培養 子嚢胞子ーから単附培養を行い p 馬鈴薯怨天 r:の !f、目立をみると突の通り

である。

菌長は初め湿潤でーは*1lI菌或は酵母の菌叢に類似し，気中菌糸は認められない。後に菌叢l土

光沢を有し p その中央部少しく隆起しとれから放射状に敏脈を形成，花i叢の rþt央部は淡黄色に

変タるものもある。 9 11 後 (25~300C) に於ける T'if設の直径は1O~13mm，菌叢最高官f，CD高

さは O.8~1. 2mm (Pl. U, 8)。陪養基上に子嚢胞子と同一形態の分生胞子が形成され，通?;?

とれは 2 胞であるが梯に単胞のものもるり，寄主上の胞子に比べてや L ノj 、， d，~上を流下し詐易

i乙発芽し新な [ii議ーを作り， fM Spermatia 及び)乎ー膜胞子知似体も形成される (Text-fig. 18 , 

8-10) 。

X. Leρtosρhaerulina jaρonicσKASAI (Syn. L. cryρtomeriae SAW AIlA) 

1. 病徴及び標徴

校梢先端部の針案及び芽が便され，赤褐色乃至紫補色を呈する。 11万葉上にや L 突起した微ノj 、
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な粒点カ':ll'bhli: され，とれは縦に裂1J1J し更にその内部に

極めてf此事111な粒点が 2~3 花r、並列している (Text-fig.

15) 。

2. 形態

本国は笠井(1917) がスギ雄花鱗Jj-_l二に発見し， M~ 

点的l'tî として記iFえしたもので，氏は本ruîの形態につい

て「・・・・子褒殻は群生し，王ま形，吻i'm少しく突出す・・・直径

96~16 fl 。 子裂は・・・・~~色槌僚状若くは褒状 . .長さ 68~

88μ，隔 16~201"。守一翼JJ也子(土 8 箇 2 列或は列形不整・・ー・

子[~~包子の未熟なものは無色で:fl!'iの日浦撲が 2~3 良るのみで

主ノるが，成熟してHH火黄色となり，形長楕円形，両端円く，

数箇の横の隔膜及び縦攻(土宗lの隔膜が比較的不規則に数箇認

められる。成熟胞子の大さは長さ 20~24μ，幅 6~8μ，糸状

休を欠く」とある。

著者'.'.与の jJiîは形態(I'~によくとれと一致するのである

が，そのí!!IJJiゴJll.をあげれば節目去の坦りでるる (P1.

v , 7; Text-fig. 19 , 4-5) 。

沢 10 (1950) は形態的に本fiîと樹めて近似のものに

対して， îß，芽に寄生するとと及び子嚢殻 (i也径 143

~25Cμ) 及び子宮部包丁・ (23~30x7.5~1lμ) がLeρt.

Text-fig. 15. Le.ρtosρhaerulina 

jajうonica on the needles of 

Cryptomeria. 

(Scale= 1mm) 

jaρomca に比してや L 大で、あるととから，とれを新種と認め Leptosρhaerulina cryρtome­

riae sp. nov. と命名したが，主主~i'í等の測定自立は~:jl二(1. c.) に近い。

本ttiの胞子ーのように幼若lり!と成熟期に於てその形状，えさにかなり大きなfH4 きのあるものに

於ては別IJJËfúに相当の変異が認められるのは当然であり，向との極のllHに於ては p とれが完t

生する ~~f主の部分の:;~::泣をÆ視して菌を別種とするととは安当でなく，笠井(1. c.) ，沢川

(1. c.) 両氏の硝は恐らく H-.のものと認むべきであろう。

ヱド苗の子襲胞子は発%に当り特異の形状を呈する。即ち 2~6葡萄糖:;;lU，く lこ於て胞子は著しく

膨大し， (びれも甚しく多く，且つ立体的な細胞分裂を行い， 25 0 C, 3 日後には彩い細胞の

一群となり，又発芽管の形成はなく尚一大細胞群の周闘にはlA~色，単胞或は 2 胞の大小種々。

胞子が認められる。Dí'し菌糸の生育はみられす;，数回実験を行ったが本菌の分離培養を得ると

とが出来なかった。

Xl. Mollisia cryjうtomeriae SA¥YADA 

1. 寄主の樹令

著者等が調査した材料を示せば第 32 去の通りである。
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Leρtosρhaerulinα japonica 子実体のi!lIJ定自1'[ (μ) 5f~ 31 表

台木 (3 年生)， 27/lX '49 

(Dimension of Le戸osρhaerulinα jaρonica in microns.) 

長さ
Length 

草壁 胞
Ascospore 

I 横隔膜数
:短径 Number 

Width f septum 

子子

長径
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隔
Width 
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Ascus l 子 Per附MJr吋比品i抗品t墨忍震琵cit如u

1司河九判引昆匙ι脳陥i包J品2よAE主t l戸配鵬忠 1?問3措註| 
No.l. 秋田県中川村高屋苗畑，

最小| 叩 ')Q 

Min. 山|一|

最大 111 111 
lVlax. ... . .. 

平均 1 nt. '< I 0'1 0 I 
Av l 1063i97.9 I 16.4 I39.9 16 ・ 1 1 

No.2. 山形県及位村林試釜淵分場， 造林オミ (40 年)， 27/ 1 '50 
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Mollisiα cry歩tomeγiae の寄主の馳令第 32 去

(Age of the host of Mollisia cryρtomeriae.) 

|採集時期 l 子襲胞子の形成
Date of Ascospore 

I collecti口 n I formation 

l 宮榔醐川村愛子部III (仙台)!防附 (1地)|14/W'49
l 秋凹巣{rJl~閉店中川村高屋商灼1 (角館) I 挿木苗(伏条校) I 8/lX '49 

か 河辺郡船岡村七五三掛野苗r.1fl (大曲) I 台木 (20年生) I 24/ JX '49 

宮城県富域郡広瀬村愛子苗畑 (仙台) I 防風林 (15年生) I 24 / JX '49 i 
山形県最上郡及位村林試釜淵分場苗畑 |造線木 (42年生) I 16/ XI '49 

かか " I 27/ 1 '50! 

秋田刺はじ都中川村高屋苗畑 (角館) I 栃木苗(伏条校)"1 8/ rr '50 : 

山形来最上郡及位村林試釜淵分場畑苗 |造林木 (40年生) I 29 / JJ[ '50 

か グ |台木 I 23/ IV '50 

愛媛県宇摩郡日早川村民有林 |造林木 (47年生) I 29/ Vl '50 

岩手県胆沢郡相去村 | か (1 0年生) I 11 / vn '50 
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第 32 表にみられるように本菌は実生市に寄生しているものはないが 10 年生内外より樹令

ーの高いスギには普通に認められる。

病徴及び標徴2. 

病葉:は赤褐色乃至茶褐色，時には焦茶色を呈するとともある。本菌の子嚢盤は葉面に僅かに

その基部を附着して突出し，土:}J若なものは黒色棒状であるが成熟したものは黒色，上部阻状，

下部細長しゃ L 柔軟のJ感がある。子嚢盤が股去した後には僅かに小黒点としてその痕跡を残
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す (P I. H , 4; Text-f�. 16 ) 。

Text-fig. 16. Mollisia cηρtomeriae on the needles of Cryptomeria. 

(Scale= 1mm) 

第 33 表 Mollisia cryρtomeriae 子実休の測定値 (μ)

(Dimension of Mollisiα cryρtomeriae in microns.) 

弓三 嚢 側糸長
子 A襲scospo胞re 子

Ascus 

長Lengthさ 羽7中1高dth 
L巴ngth of 

長Lengt径h 短Width径paraphysis 

NO.2. 秋田県高屋苗畑， 挿木苗(伏条校)

最 122 23 71 23 11 Min. 
最 大 137 27 107 32 14 Max. 
平 均 128.7 24.6 92.8 28.5 12.4 Av. 

NO.6. 山形県釜淵分場， 造林木 (42 年生)

最 120 19 71 21 7 Min. 
最 大 141 27 109 32 11 Max. 
平 均 128.5 23.2 92.2 25.0 8.9 Av. 
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態形3. 

。ヴ

著者等lの測定値を第 33 去に掲げる。
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Text.fig. 17. 1-5: WegeUna cryptomet匂e (1, asci and ascospores; 2 , 

ascospores; 3 , germinating ascospores; 4 , pycnospores; 5 , germinating 
pycnospores) , 6-9: Lφtosρhaeria sp. (6, asci and ascospores, 7 , 
paraphyses; 8 , ascospores; 9 , germinating ascospor百)， 10-13: 

Gnomoniella (?) sp. (10 , asci and ascospores; 11, apical portion of an 
ascus; 12, ascospores; 13, germioating ascospore). 

(Scale=10μ) 
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Text-fig. 18. Mycosρhaerella cryρtomeriae. 1-2: No. 2 (1, asci and 

舗cospores: 2 , ascospores) , 3-4: No. 5 (3, asci and ascospores; 4 , 

ascospores) , 5-6: No. 10 (5, asci and ascospores; 6 , ascospores) , 

7: germinating ascospores, 8: conidia produced on agar-medium, 9: 

chlamydospore-like bodies produceヨ on a~ar-medium， 10: spermatia 

produced on agar-medium. 

(Scale=10μ) 
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Text-fig. 19. 1-3: Mollisia cryρtomerioe (1, asci and ascospores; 2 , 

paraphyses; 3 , ascospores) , 4-5: Lφtosρhaerulina ja.ρonica (4, asci 

and ascospores; 5 , ascospor巴s) ， 6-8: Physalosρora cryptome打ae (6 , 

asci and ascospores; 7 , paraphyses; 8 , ascospores). 
(Scale=10μ) 
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沢川 (1950) は「・・・・業の表団1こ突出せる黒粒を散生す。子襲設は表生，散生，黒色，円状，側方よ

り見るときは広側卵状，単独楽状・・・・高さ 160<135μ，直径 160~550μ。子嚢(士長紡錘状，頂円頭，基端

短柄を有し，無色，・・・・大さ 104~162x 27 ~39μ，準 2 列に 8 胞子を蔵す，側糸は単条，糸状，無色，

2~2.5μ。子劉l包子{士長楕円状，僅かに轡曲し，両端円頭，単胞，無色，大さ 24~33x9~1lμ」と記iほ

しているが，とれは者芥等の i!!lJ5ë航と時々一致する (PI. V , 8; Text-fig. 19 , 1-3)。

4. 子嚢胞子の発芽及び塔養

材料及び実験方法をかえて本国の子葉胞子の発芽試験を十数同行ったが全く発芽胞子を認め

るととが111来なかった。又子葉EZから分離をn うと常に Pestalotia 国が得られた。

主要 I者組の病原性

スギの赤i1Iî~rなに関係ある閣制の約!州生に関する従来の実験的研究は側めて少い。北島(1916

a , -b) I土 Cercosρora cryρtomeriae 及び Phoma cryρtomeriae の明主による接胞!試験

結l誌を述べているが， l\:の1J\:~jtWi木l土各々 1 イ~~，:~，たピ 11n1の実験にj.rNぎない。そのため卜放

(1917) はとの実験の不備な点をtrfî Y.!l に非却し， ft，J;.fヒ島がイヰ杓と関係がないとした(北島の接種

試験成和はない) Pestalotia 1'ti もまた本病の病原菌で、あると迷ぺた。

スギのfli先月に関する分知学的及び、形態学的IÍ己速はかなりあるが，とれらについて接脆試験結

:!i~から病阿佐を論及した記録!ま_f:に述べた外は全く見当らない。;著{'í.等は亦i'l'î症状部に認めら

れる菌類のうち主要なものについて接種式験を行い病問性をしらべた。以下そのた要を述べ

る。

1.接種試験

実験-1. (1949 "'1:8 n 4 fI実施)

( 1) 1}¥:;!j¥T'ti 

(a) Cercosρora cryρtomeriae (東京目黒 2 年生首， 6/XI '48 分離)

( b ) P homa cryρtomeriae (No. 3一三重県大河内村， 4 年生， 7/Vll '49 分離)

何れも分生胞子又は相胞子の単向土庁長で， ..lM~~薯寒天IOif益したものを月j いた。

(2) 供試L15木 柏木鉢に移:N[ し完全に折若した無傷健全な 2 :'.1三生実生市を 1則fJした。 l百

木はCercosρora ， Phoma ともに各々 8 本宛及び、無接種対J!{{月1 として 6 本，合計 22 本を月j い

た。

(3 ) 実験方法 寒天時養基上に生育した菌叢を乳鉢で、軽く摩砕し，殺菌悲況'17]\.を加えて

ガーゼで掠過した菌糸 CPhomα 菌は柄胞子を合む)む汗:坊主液を，予め接種直前に殺菌蒸溜水

を噴霧してたいた12f 相こ噴霧器で接種した。接種後ペルジャーをかぶせてそりま'.. 5 日開放置

し，後ぺルジャーを除き戸外に運び鉢の土壌表面に毎日給水した。

(4) 実験結果 接種後 16 日 (8 月 20 日)に於ては何れも全く変化が認められない。然
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るに 1 (:t:î)J後 (9JJ3 f1)に観察を行沿ったととろ前 34 友に示すような幸山県を得たυ

Cercosρora cryρtomeriae 及び Phoma cryρtomeriae による

接聞試験-1. 付剖町交 1 何)1)

t(~34 表

(Inoculation experiments with Cercosρora cryρtomeriae and 

Phoma cryρtomeriae-1. After 1 month.) 
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0 

Phoma 
cryρtomeriae 

Control 

;í1!‘葉のみならず小枝のf，'iYtを認めるもの友り。~ . . 

第 34 去に i引かなように Cercosρora cryρtomeriae を接種したものには既に壊死した主時三

Zえて:壊タピ}lE を有する主十葉が多数1包められ且つ病針費三上に分生胞子及び、分生子梗が彩しく形成さ

れているがp 一方 Phoma cryρtomeri仰を接種したもの及び対HH区古木には全く病変が認め

られない。

更にとの接穂試験([) 88 日(10 n 31 !二f)後に於ける結果は第 35 去の通りである。

即ち tr~ 3:=> 去に示す上うに Cercospora 菌を接種した古木は時日の経過と共に被害状態が甚

し〈なるが ， Phoma 菌区及び対照区には全く病変が認められたい。
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Cercosρora cryρtomeriae 及び、 Phoma crYlうtomeriae による

接種試験-2. (持間後 88 日)

スギ‘の赤枯病に関する病原学的設に病理学的研究

出 35 夫

(lnoculation experiments with Cercosρora cryρtomeriae and 

Phoma crYlりtomeriae-2. After 88 days.) 
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?表

Cercosρora 

cryptomeriae ! 

Phoma 

crYlうtonieriae

試

Fungus 

。宅

Control 

4 J1 まで観察を継続したが ， Phoma 菌を接種した1917本には全く病変が認め向翌年 (1950)

られなかった。

(1950 年 5 月 15 日実施)実験-2.

(菌株{土実験ー1 に同じ)CeγCOSj争oγαcγyptomeγwe供試立i(1) 

tl{[ 十;鉢に i百着した 2/'j三生百r ，接種iW 10 本，対照区 5 本。供試11i木( 2 ) 

実験 1 にいi じ。但しベルジヤ{被裂は 48 時間とした。実験方法( 3 ) 

約 1 ヶ月後には顕著友病徴を呈するものが172、められ且つ病:FxE部に病原菌実験結果(4 ) 

のず-r~iI及び分生子担の形成されたものが少から安ある。

約 40 日後 (6 月 23 rn に於ける状況を示せば第 36 去の通りである。
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CerCOSjうora cryρtomeria による接航iii:験(十妄干重後 40 円)tr~ 36 夫

After 40 days.) (Inoculation experiments vdth Cercosρora cryρtomeriae. 

病斑上に於ける子実体の形成")
Fruit.body formation on the lesions 擢病程度1)一白木番号

菌試供

子
m

川
出
・H

川
町
出
て
T
+

:
口
一

分
C

一

l 分生子梗
Conidiophore 

+ 
+ 

子 関電
Stroma 

+ 

Degree of 
infection 

十十+十

+•++ 
+ 

+++ 
++++ 
十+++

++十+

+++十

十

++十+

_3) 

Seedling 
No. 

Fungus 

十

+ 

十

ー「

• r 

十

十

T
I
T

十

T
4
1

+ 

Ceγcos争oγa

cγyptomeriae 

十+++:同 21 以上。+十+:向 11~20 ，

ControJ 

十:病針;史2数 1~4 ， +十:同 5~10 ，

十:認められる， .認められない。

一:病斐は認められない。

註: 1) 

2) 

3) 

第 36 去にみられるように p 接種12i全部に程度。設とそあれl リ j瞭な杓徴が認められ，又!IなJ)E

_I:に Cercos1りora 閣の子実体が形成されているものが多い。カ!~接種対照区には本的の病徴は会

〈認められない。

約 3 箇月後 (8 n 15 rn には接種市は何れも1l~しい被持をまり，緑色釘実を会< 11:めない

*lli~ENÎ も現れた。

接種71{の病斑部に形成された分生胞子ーから flJ.分離を行いfJMね'，;jと同一であるととを椛めた。

(1950 年 5 n 20 日実施)実験-3.

(No. 75一東京目黒， 4 年生苗， 20/ JI '50 分離)Phoma cryptomeriae 1!l_:ii"Ut� (1) 

予めとの発芽率を検菟したととろ p 蒸溜水，民主(7羽JJミ天に形成された;f.j0胞子を使川した。

20 時IIU (25 0 C) 後に於て 25.7;:'6 を得た。

健全無傷2 年生了IL 接開区 10 本，無接間対JEt区 5*。イlUi"tWî木( 2 ) 

その他は実験-1 と同じ。柄胞子の濃厚汗:出i-Ì夜を lJtt*'t接種した。実験方法( 3 ) 

J妄和後翌春まで経過を観察したが病変は杢〈認められなかった。実験結よ!?:(4 ) 

(No. 1一宮城県広瀬村 2 年生苗， 4/~11[ '49 分離)

(1950 :1F 7 月 17 fJ実施)

Macroρhoma Sugi 

実験-4.

fJl:~.えnì(1) 
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.l.iJ主(I 著辺ミンに卜Jこ形成された制胞子を JJjいた。予め検査七たととろ，京市{ノ1，， 24日年:1 \1後 (25 0 C)

その発茅率は 79.596 であった。

(σ2) 1供j久共t:d.汰尚式んiVイ木斗 2 主令年iド三弓f生t-I'了百市':Y山九fJh'1I

( 3幻)実験方法 実験一3 に 11けiJ じ。

(4) 実験車.'f* -1主位 40 f� 後( 6 )J 26 fi) に至り，ノj、校正fjiiの土:}J引なxMFの部分が主制

してや L 惚色し， 4411 後(6 )J 30 11) にはこの部分 l主制変，芸新il吃 j .'íl して )þ討せとなリ， (，")黒

色/う玉県同色の小紋II，I/~が沼められる。主主検D寺山県これは Macroρhoma Sugi の柄子支えであっ

た。 i/，JJn~接間対]!{H玄で、は病変が全く起らなかった。その後長~~m:\]観察を行ったが，店、1'ißはあま

り拡大せや，被~~;.は新JFの部分に!H~ ら Jしていた (PI. ll , 3) 。

接陀枚目病主 IC民に形成された相1包丁・のえさは 15~24x5~7μ， 平均 19.3x5.9μ でfJU，式市と

時々ご与しく，3(と Jしから lí} 分離のあI;県Hーで‘あることを的:認した。

実験-5. (1950 年 7 )J 17 fi 実施)

(1)供;式ì:Gi

( 2) 1J I:・i決、Nj.+:

( 3 ) 実験方法

(4 ) 実験結県

Macroρhoma Sugi (実験-4 と同一菌株)

2 ~1三生ì?i ， -1羽市区 5 ),..:, Jrr~按E取引!日区 3 本。

実験-4 に同じ。

接位 21 fI後( 8 JJ 7 r 1) I' ， 'jの幼才Jなおrtí'ìは赤制色乃王制色に変じ，

Macroρhoma の子実体が沼められた。 ì[[lJ~及び pj. :，}離の結県とれは接間にJiJ いたものと I，i)ー

であるととを椛めた。 1rr~接種対J!H区には全く病変は起とらなかった。

みよ実験の来11;県は実験 4 と II;J じく，主とし，てIII-のた立ji;i統芸三の部分が印され又おr;Hソ、外の牧民

も住か乍ら idされているものもある。

その後の経過をみたが，被持の，1t: しいjfu民 l土認められなかった。

実験 s. (1950 r，1~7 n 9 n 実地)

(1) 供:山~i Sρhaeroρsis cryρtomerìae (No. 1一群馬県白井町， 造林木 (6 竿生)，、

6/IX '49 分離)

.I.rJ鈴詩J1U;:'に形成された柄胞子及び立i末、を1I J ~、た。予め検するに制胞子は蒸i骨 ;J" 48 時川

後 (25 0 C) 1. 496 の発芽率を刊ーた。

(2) 科目指gJf木 2 年生ffj ， t妄極区 3 {" 1.渋接HL対J!H 区 3 1>:。

( 3) 実験方法 実験 5 に同じ。

(4 ) 実験結県 接種後37:春まで経過を観思したが，病変は全く認めるととが11/.来なかっ

た。

実験-7. (1950 年 5 H 25 R 実施)

(1) 1~t試It，Î Stagonosρora cryρtomeríae (No. 2一秋田県中川村， 2 竿生首， 10!XII '49 分

離)
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l!J鈴2器，j)Jとうペーuこ形1戊された1l切包子を~J /J いた。予め検するにこの発芽率は兆五百;1]\， 40 r.寺山後

(25 0 C) , 6.2% を算した。

( 2) 1Jt:fiA-t'ií本 2/'1'.生-j'N ， :f:討を区 10 ~1':，対 J!~t区 5 本。

( 3 )実験方法 実験-6 に|寸じ。

(4) 実験結弘 実験市11j県を;Ji;ìj記すüば第 37 去の泊りである。

第 37 去 Stagonosρora cry�tomeriae による i12開示t験

(Inoculation experiments with Stag01WSjうora cry�tomeriae.) 

供試菌
古木番号| 極結

R巴sult of experiments 

Seedling I一一一←一一つ
No. = I ~~口佼 44 日後

(V1I -3 '50) I (\11-8'印)

:f渼 果

Fllngus 51 日{え
(VIlー 15 '50) 

57 日後
(¥11 -21 '50) 

2 

3 
小枝 2 木中途か
らさきは枯死し 枯死部(士協色を 枯死校給に病原菌の

呈する 子実体が形成されるßill褐色を呈する

4 

Stα旦0札ospoγa

cγypto抑zeγiae

5 校柏、賞褐3をする l
| ものヵ:主ノる

|枯死針葉は栂色|枯死針葉上に病原菌
l を呈する l の子実体を生ずる

6 小数の針葉黄禍 l 枯死針葉上に病原菌
色に愛ずる i の子実体を生ずる

|小枝の途中から
7 先が実褐色を呈

するものがある

枯死針葉は潟22 し，
その上に子実体を認
める

黄潟色~褐色に
'~ずる針築少数
たる

病針葉上に成熟子実
イ本を正宮める

9 同 J: ! |同 上

10 

1

2

3

4

5

 

1

1

1

1

1

 

l
 

o
 

v
A
 

t
 

n
 

o
 

c
 

註: 1) ー・・・・病斐なし。

第 37 去にみられるように持種後約 40 日にしてはじめて病変が認められ， 60 日内外で病針

葉上に Stagonosρorα 菌の成熟柿胞子を形成する。形態比較及び再分離む結果p とれは供試菌

と同一で、あるととを確めた。 fM無接種対!l京区には全く病変を認めなかった。

併し本菌による被害は甚しいもθではなく，主として小枝先端に近い部分が侵されるに過ぎ

ない (Pl. 1 , 3) 。
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実験-8. (1950 ~I~ 7 JJ 7 11 実施〕

(1) 供試}l{\ì Mycosρhaerella cryρtomeriae (No. 6一秋田県中川村，台木， 25/¥H1 '49 分

離)

15鈴著~&ミプ'{_f二に形成されたうト生胞子及び菌糸を)JJ いた。

(2) がいtì'.'j-.イ( 2 ~r生ì!，'j ， 1主日:区 5 本 ， fn~接担対!!日区 3 本。

( 3 ) 実験ブ~fl; H上。

(4) 実験品川 接:É']!:fえ却す長まで観主きを続けたが病変 l土全く1).込めるととが/1'，来なかった。

実験-9. (1951 ~I三 6 JJ 19 n 実施)

(1) 供1湖:ó Cercosρora cry�tomeriae (No. 38一群馬県日井町， 2 年生首， 8/IX '49 分離)

.t.!J {t;ì若生*1乙生成されたru糸を)J J いた。

(2) 1J1:.試tibla本 2 ~r'~!~-I'ij ，接間区 3 イ心力l~1N直対JE(区 3 /f.-:o

(3) 実験右法 実験-2 に ["j じ。但しヵーラス;手沢泣いて経過をみた。

(4 ) 実験*ii '-!~ 接間後約 70 fl ll\]にわたる経過を摘記すれば第 38 去り通りである。

第 38 去 Cercosρorα cryρtomeriσe による接間試験

(Inoculation experiments with Cercosρora cryρtomeriae.) 

試験
Result of experiments 

Period 接種区 対照区
passed Inoculated seedling Control 
(day) 一一一 一一一-- -

N口仏. 1 No. 2 N 口. 3 I No. 4 No. 5 I No. 6 

(羽刊ιムIrιι竺包九2却0) 詰諾鰹著詑z長d設手?カが:快淡
2μ4 明瞭な病:徴i故主畑カが;認められ|病斑上に病原菌の子座 朗瞭な病徴が| 尻1， " 作

(VJJ-13) る |が認められる 認められる マ|リ リ

つ何 万J業(士淡jQ禍色に~じ病葉l土淡寅褐色に32 じ，
(VlI二 16) 府斑上に子座が認めら子座，分生子積及び分生 左 同

れる JJ包子の形成が認められる

30 針葉だけが侵され向病 l 小枝が 3 本伝され，患
(羽1-19) 葉上iこ成熟分生胞子の部には成熟分生胞子が 左 同

形成が認められる 形成される
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~~ 38 去に示すように接種 20 Fi 後，針店にイミ!川崎乍ら初期!白山J)Eが認められ，その後 7 EI 

内外で、叫に病以前の子実体が-形成された。病状の匙肢は極めてよ~:辿f1つ激烈で、初期j約五E発見後

約 40 ri で1~f町Jiはあli死 i乙均!ずる。忠告1\に形成されたこf実体の形態検査及び何分離の結!-!L と

れはiJL品}'tì とjI，]ーであるととを附認した。/r，lJ無接担対JEt区では 3 í河川を経過しでも全く病変を

siZめるととは力活かった。

実験-10. (1951 年 7 JJ 13 Fi実施1

( 1) 1J~;ijo\:m 

(a) Phoma cryρtomelイae (No. 75一東京日県， 4 年生， 2)/1[ '50 分離)

店主流帯広天i乙形成された相胞子をJiJいた。

(b) Sρhaeroρsis crYlうtomeriae (No. 1 一群馬県日井町，造林木， 6/lX '49 分離)

，I.!道官事おプ乙1:に形成された相胞子を使川した。

(c) Pestalotia Shiraiana (No. 2一宮城県広rJ併L 2 年生苗， 29/¥111 '49 分離)

JJJ鈴~ロミフくに形成された分生胞一子を使川した。

(d) Pestalotia cryρtomeriaecola (No. 1一秋山県長木村，山引苗， 24/IX' 分離)

。

• 
I
 

A
川
川4

( e) Pestalotia aomoriensis (No. 2一秋田県船岡村，台木， 27/X '49 分離)

l,i]J-.o 

(f) Cercosρora cryptomeriae (No. 38一群馬県臼井町， 2 年生1此 8/lX '49 分離)

，1.!Jm~薯;Jl~7く 1:に生IJとされたì~ì糸をJi J いた。

(g) Mycosρhaerella cryρtomeriae (No. 3一宮城県広瀬村，防風材， 22/四 '49 分離)

，UJ {li~i持主天 I二に生成された分生胞子及び立i糸を使川した。

(2) イJ I;-試117木 実生2 年生Wi ， Phoma cryptomeriae I乙対しては 10*，その他。菌類

には 5 本宛，叉7庶拡組対)1(1，川として 5*。

(3) 実験方法 とれまで、述べた方法と H じく殺出i蒸if可ノ1，を了川乙!'1't議してその去由ーをi先機

し，作j胞子;或は分生胞子又は白糸和llJ "の j濃厚f百件液を以てPrt蒜1kHiを行い， 48 時lfUぺルジャ

ーで蔽い後とれを除去しガラス室に搬入p 毎日鉢の土壌去出i I乙 ifli水した。

向本実験i乙於ては，接種直前に夫々接種すぺき苛を下記の通り処浬したものもある。

接種前処理として

1) (i) 灼熱三角刀で校(7)8部を傷つけとれを枯死させたもの， (ii)細針を以て葉の表

面に軽い擦傷を与えたもり及び、( iii) 無傷の 3 区とした場合←-Phoma cryρtomeriae。

2) (i) 細針を以て葉む表面に擦傷を与えたもり及び、 (ii)無傷の 2 区とした場合一一

Sρhaeroρsis cryptomeriae, Pestalotia Shiraiana , P. cryρtomeriaecolα ， P. aomoriensis , 

MycosPhaerella cryptemeriae。
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3) -11Îj処PI[ を 1 Î11コヂ他全fnç似のま L の :LJ;，j合一一Cercosρora cryρtomeriae。

(4) 実験結県 j閉店に焼{拐を与えて枯死させた校は， 1111)しも 2 :i/Mli\J後には槌色， JCで乾

同し，賞制色に変じ後に赤制色となる。擦i揺を与えた針葉!ま jþ);の附近だけが変色し，広範闘の

損傷は起らないのがfnç接程標iW区に於ける経過である。

苗木番号!

tr~39 夫 Phoma cryρtomeriae による接肌試験

(Inoculation experiments with Phoma cryρtomeriae.) 

1丞 過日
Period passed (day) 

数

35 日 (\111-17 '51) 42 日 (\111-24 '51) 
SeedIing I - ------- ---ー一一一一一一 | 

No. I tJ't傷絞・庖 |擦傷後種|無傷後極| 焼傷後極 i 擦傷接担1 無傷後極
Burned wound i Wound I Non-wound Burned wOllnd Wound : Non-wound 
inoculation inoculation I inoculation I inoculatﾎon inoculation inoculation 

傷療に近接する!
殺業はi濃赤褐色 l

i 病安無し l 病~無し 病~なし を呈し，この上 1 病主主無し;病~無し
| に黒色柄予防

形成す

1 傷演 I\[-j近の針葉|少数の針葉濃焼傷枯死校の針|少数の針葉が l
l 淡赤字l音色に愛じ i 手持品全に重量じ業の大部分が赤 i縫赤褐色に~i

2 この爪分に柄子|儲かl戸ら附子"褐~濃赤卓見色に!じ，納子殻が|
殺を形成するも|殻の形成を認 I!!主じ，多数の柄 l 形成されてい|
のが友る |める 子設を認める l る | 

!傷模附近の針繋変色枯死針葉! 焼傷枯死伎の下 l 少数の針葉が|
3 は少数乍ら病必 l が傑少あるが" ・ l 半分が顕著に着 I!生色し，且つ

し，杯j子殻が認柄子授は認め I 色L 柄子殻を生!柄子殻を生ず
められる られない l ずる |る

僅少の針葉が3f

" 

" 

4 病安無し!病~無し! 。 色し，向柄子殻病&無し かI "'~"" ~ I "'~"..-を形成する | 

l変…ー か i " !菱…子殻[関与需引 かの形成を認めるの形成を認める|殻を認める

6l 病仰し" か |害222gz雪 i 病叫し"
7 I 病皮及び柄子殺'/ " 

|の形成を認める

8 1 病叫し l o ! か l 警護22鰐[及び柄子設の i かI ~ì1'rn4"\:" liM_7_~! {，笠少乍ら病zf

i V_}~lJ)(.'J::"""，ð?{;) I 形成を認める i

l 焼傷死枝の殆
ど全体が濃赤褐

9 色に愛じ，聖書し" か | 
!い柄子殻を形成
|している

10 I 病臥び柄明都信繋[ か l 
!の形成を認める|認める

ぶ立川病愛無し l 病愛無し(闘し l 病問し
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Phoma crYlうtomeriae(a) 

接種後 5~6 週間の紡県を摘記すれば第 39 去の泊りである。

第四表に示すように，灼熱三角刀で基部l乙傷を与えて致死させた枝葉は接種後 5~6 :i出後

にidi招色に変じ且つ多数の相子i立を形成し p 又掠傷tï2fif<:した11実にも僅少乍ら病変及び相子殻

の形成が認められる。 1Ji二しJrr~似接店した釘葉には全くとれを見/1\すととが出来ない。

接種によって形成された相子殻及び柄胞子θ形態及び大さは n ft:: に於て寄主上に泌められる

ものと同一である。

無接種対照区は何れの場合も病変及び子ー実休の形成はない。

Sphaeroρsis cryρtomeriae 、
、J
ノ

守D/
t
¥
 

6 週間後検するに接種した捺仮E王葉の一部は枯死し，赤制色乃至友招色に変じたものが少数

ある。併し未だ子実体の形成は認められない。先手、接間対!!日区には全く病変が無い。
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(c) 

(d) 

(e) 

以上3 菌の接種後 8 n 及び 20 fi に於ける結果を指針己すればt[~ 40 去の通りである。

Pestalotia Shiraiana , P. cryptomeriaecola 及び、

P. aomoriensis による接加Ji.式験

第 40 去

(Inoculation experiments with Pestalotia Shiraiana , P. crYlうtomeriaecola

aﾎid P. aomoriensis) 

20 日(Vlll-2 引)

51傷接強|燦傷接橿|
ブVJ.J. YVV・UU I Wound inoculation 
InocU1auo日

幼若な新芽の|附傷針葉の多くは萎凋枯|幼若な新芽は

部分が到し lT研集臨信号 |ZZ備をk
itS511 覗告げ問主主|宣明日谷
れない。 I 己目包子塊を噴出している|生子堆を形成

i ものも怠る。 I する。

数

vd a
 

口
H
A
U(

 
d
 

巴mm a
 

コ守
口

基

ω

一

]
r

e
 

p
 

五丞

無傷接蹴
Non-wound 
inoculation 

8 日 (VII-21 '51) 
菌

Fungus 

試供

擦傷接種
Wound inoculation 

附傷針葉の一部は枯死し，
赤褐色~伏掲色を呈し，分
生子堆の形成が認められ，
向黒色。J分生胞子塊が噴出
しているものもたる。
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Peslalolia 
cry�tomeｭ

riaecola 
病愛無し病~無し

18 日後に比べて大なる愛
|惜し ー一一十

病愛無し l 病安無し i 病愛無し

病愛無し病斐Jgl、し

附傷針葉の少数が赤褐色~
褐色に~じて枯死し，分生
子i佳及び黒色胞子塊を生成
してL 、るものもある。

Con凶 し無~ 

Pestalotia 
aomOYWnSIS 
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抗 40 去に示すように有傷接加を行ったものには千手前とも接間後 1迎i: \J内外で 1引かな約微を

呈し，且つ子実体を形成する。 併しjn~傷接和の~/lJ介は P. Shiraia仰を 1;1;\.、ては 3 迦|il!経過

しでも病変は与をく認められない。

P. Shiraianα は無傷接舵でも l りjかに~;jfJ;['11l:を現わすが， 1Jí' しとれは}Y{の:tJJ才?な新芽θ部分

に限られている。無1}2Hr.対!!江区には全く病変は無く，又接種によって発病した1\i~分 lこ形成され

た了ー実休の形態を ;l)，'jべ， 1l，jFj.分離の結果， とれらは供ri.え菌と li ，1ーであるととを俗認、した。イJt.di\

lit� 3 杭の rjl P. Shiraiana / 土 P. cryρtvmeri aecol a 及び P. aomoriensis に比べて約!11性

がや L 強いととは l リjかである。

fず刊内!目訂，j Pe白st加tαûωotμia 1凶1苛Î!は主 }百百市1Y町}Yi を H附i庁rD思!

ら Jれし，被〈告特全存:カが:カか通な iり) Jl!{ιLい、 iι叫Ji斗，J;介がある。fJi二しこのようなものでも刷所に搬l/l，すればその後の被守

の主主a~/土極めて綬慢となる。

(f) Cercosρora cryρtomeriae 

1!!刊誌接担，約 1 ，/:iH 後検するに， tkH[li'/i本 5 本とも，明かな1liq~えを呈し，忠部はiti制色乃玉県

相色になり 1，'，J11i0tて民 I 二 lこは分生胞子の形成をl認める。 1rr~接種対l!H区}FIEf イ三には 11'-1変は起きない。

(g) Mycosρhaerella cryρtomeriae 

接和 6 i!M1川後に於て，擦ÜJj;j1i!'f"置を行った7151木は 5 本ともその;í; 11tSがll( 々と J・，Ij死し，赤糾色乃

王制色を呈しているが子実体の形成は未だ11、められない。 1rrH易tkHi.及び:Jnq安部比11交区には病変

ヨきくない。

2. 接種試験結果の摘要

日、 1:各Hi.のrWiJ1について実施した接担試験jill;洪を柁ur;すれば火のiili りである。

(1) Phoma crグρtomeriae (実験 1, -3 , --10) は健全力lH扇町に対しては約));['/-1:を全く

現わさす" 1t_}j íJi接加を行ったものにだけ侵入発的を説、める。特に人為的に枯死させた村主に於

ては芥易に促入して白 ~t接加に凡られると I ， ;J様の変色をなし且つ制了・殺を多数形成する。

(2) Macroρhoma Sugi (実験 4 ， -5) 及び、 Stagonosρora cryρtonzeriae (実験 7)

はカ!~1話fぜ:令官[に対して 'lfJかに病));['1-:1:を示すが， 1Ji'し f点字は殆ど幼う忙な新五三の部分に限られる。

( 3) Pestαlotiα Shiγα'za札α (実験 10) は{揺がi接種によりかなりの病原性を示し，又無

傷健全部をも侵すが， しかしとれは殆ど幼若友部分に限られている。 P. crYlうtomeriaecola，

P. aomoriensis (実験-10) は共に傷賎接種により病原性を現わすが，無傷健全部に侵入する

ととはない。 1,',j Pestalotia 菌は暗黒，多湿な環境下では無傷市でもかなり甚しく能されると

とがある。 fjb試 3 菌のうち P. Shiraiana は他の 2 菌に比較して病原性がや L 大であるコ

(4) Sρhaeroρsis crYlうtomeriae (実験-6 ， -10) 及び M~cosρhaerella cryρtomeriae 

(実験-8 ， -10) は共に無傷健全IiT を侵すととはなく，傷痕接種により僅かに病原性が認めら

れる。
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(5) Cercosρora crYlりtomeriae (実験 1, -2 , -9 , -10) は燕傷健全苛に対して激烈

な病院f性を示すもので p とれによ凶交すれば他の1JI.:試j:tiの此守力は何れも j淡々たるものである。

(6) Cercosjうora cryρtomeriae の1rr~傷健全葉に於ける出伏Wlは 3~4 週ilJj， Macroρhoma 

5ugz 及び、 5tagonosρora cryþtomeriae は約 6辿liU (1Hし侵入は幼若'ltßiこ ~l{: る)， Phoma 

cryρtomeriae は 5 迦iill (但し傷腕接種の場合にだけ1101設を発現する)， Pestalotia 同j~iは 7

H 内外(但し P. 5hiraiana 以外は傷痕接種によってだけ発病)， 51うhaeroρsis cryρtomeriae 

及び Mycosρhaerella cryρtomeriae は約 6週lîlJ (似し共に似成接種の場合にだけ軽微な病

微を発現する)である。

論議及び結論

1. Cercosjうora cryptomeriae と Phoma cryρtomeriae の同根関係及び完全時代の有無

C. cryptomeriae 及び P. cryρtomeriae は_:P~にその子襲時代が未詳でるり叉J)Ji 々共イf ずる

専問ミら，との両者を/11]一国と考えた人がるり叉その完全時代について論及した者ーもあるつ

'}i:J:t二(1917) は自ら発見記iほしたスギ~点病菌 Lφtosρhaerulina jαρonica i)~ Phoma 

crYlうtomeriae の完全時代ではあるまいかと述べているが実験成結は全くたい。

土井(1919) は Phoma 国の相子殻は 5~8 月の I i\ J に現われ， 9 J:l以後は Cercosρora jﾏ;j 

のうよ生子梗が多く認められると述べているりであるが，児にほ (1924) はとの事実及び、氏の

2, 3 v顕微生的観察から，両-X-は同一菌であってた YJ74る胞子111!に対して別々の名称がつけ

られているに過ぎないとした。

好者fZ事の実験結果にもとづいてこの日JJの事情に卑;止を加えれば失の起りである。

(1) 川村 (1913) ，二[::1!二(1. c.) 及び、原(1. c.) の育うように Phoma 菌は手付込ら瓦の

1i\Jによく日につき ， Cercosρora -rd\jは春にはあまり泌められt-夏秋の院に間著に児/1\されるの

は事実である。併しとれば Phoma 型菌が夏以後泊欠し， ζれに代って Cercosρora JÍl IJfïìが11\

現するのでは決してない。0[に訂'52 去に示したように， 者x-等はfi首 2lr年以上にわたり，殆ど

1J: JJt末集した材料について詳利11に制査した京if~L Phomα}弘市2口i仰のJ相川胞干子.は凶l問周季をi通邑じて!有奇

イ存f.子Fξ仁苧V在，在するもので瓦以以、後でで、も甚しいi減成少は沼めら tれLない。 とれに反して Cercosρora 菌は第 23

去に掲げたように qL春には注意をひくに足る位多荒の分生胞子は形成されないが p 夏秋の院に

なるとな辿に莞延紫植して非常に顕著に店、められるようになる。とのため相対的に Phoma 菌

は日につきにく L なるに過ぎないのでるる。

(2) Phon叫菌及び、 Cercosρora fJ\jV存々を胞子の単f:，W晴義法によって分離持養してみ

るととり両jfは IIJjかに異るもりである。日[lち Phoma 菌は埼養基上に多数の相子殻及び、成熟柿

胞子を形成し p とれらは寄主体上に認められる子実体とよく一致する。 1J I' し Cercosρora 菌は

分離時芸の初期に僅少の Cercos如何型分生胞子を形成するとともあるが，多くの場合とれを
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培養基上に認めるととはえにい(但し特殊の方法を誹ヂるときは古い培養からでも Cercosρora

担分生胞子を生成させるととが出来，とれは寄主_I-.で、自然に形成されるものと形状がよく一致

する 続報に詳述する )。叉 Phoma 菌及び Cercosrora 菌は菌叢その他培養J二の性質は全

く異る。

(3) Phoma 菌及び Cercosρora 菌の各々の単胞子培養によって接種試験を行うに，

Cercosρora 菌は健全無傷苗に対しでも激しい病原性を現わし， 恵、識に Cercosρora 型分生胞

子を形成する。 イ}f' し Phoma 菌は傷痕接種を行った場合にだけ軽徴友病徴を呈し Phoma 型

柄胞子を形成するが， f住金井!号傷苗を{廷すととはない。即ち両者の病原性及び接種苗木ーとに形成

される子実休は全く異る。

以上の諸事項から Phoma cryρtomeriae と Cercoslうora cryρtomeriae は全 く別種のもの

で両者の間には同根関係な無< , JJ7f (1. c . )θ設は否主i!. されるべきものと考える。

モヲくにスギ黒点的菌 Leρtosρhaerulina jaρon~ca と Phoma cryρtomer~ae の同根関係を

想像した笠井(1. c . ) の設は ， とれを肯定すべき何等の拠点も見出 し翼11， < ，叉 Physalosρora

crYlうtomeriae が Phoma cryρtomeriae の完全時代であろうとした原(1950) の意見にも ，

著者等の単倍増益による比較の結果からみて ， とれに同意するととは 1-1 \来友い。

宏、枯症状部!c )ìl k認められる Mycosρhaerella cryρtomeriae は Phoma . cryρtomeriae

の胞子が既に飛散した益虚た柄胞子に近接して存在するととがあるとと，及び他の州原:菌に於

て Phoma の完全時代として Mycosρhaerella が知られているものもあるととから (Wor.F 

1939 , 1940, etc. ) , 著者等はとの両者i乞同根関係のるり得るととを考慮に入れて ， 胞子からの

単箇培養及び‘接結試験を行ったが，同一菌と認むべきイ'iJ等θ拠点も見1:1"\ し得・なかった。

更に叉 Cercosρora と Mycosρhaerella の同根関係が証明された報告も多数通うるので(三

宅 1923 ， JEl¥KTKS 1930 , W OLF 1935 , 1938 , 1940- a , etc.) , Cercosρora cryptomeriae と

Mycosρhaerella cryρtomeriae の比較を行ってみたが同根関係を認めるととは H\来志かた。

以上の外赤枯症状告r\に見 {-I '， される子襲菌即ち Wegelina cryptomeriae, Mollisia cryρto. 

meriae, Leρtosρhaeria sp . 及び Gnomoniella (?) sp. もまた Phoma cryρtomerìae 及

び Cercosρora cryρtomeriae 1[)完全時代と認むべき拠点は全く見出すととが/"1'，来左かった。

2. 主要菌類の病原性

赤;j:;tj症状部には極めて多種の菌類が認められ，且っとれらは屡々混在している。そのうち最

も多く兄/1'，されるものは Phoma crYlうtomeriae， Cercospora crYlうtomeriae， Pestalotia 

Shiraíana 及び Mycosρhaerella cryρtomeriae の各種でるる。

川村(1913) は Cercosρora 及び Pestalotia も慌病70・上に認めてはいるが， 赤枯病の病原

車l は Phoma cryρtomeriae であるとしている。 併し氏は接租古式験を全〈行っていない。笠

井 (1915) は本病は Phoma sp. 及び Pesta lotia fとよるもので ， 特に前者こを主因と認め ， 稀
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fC. CerCOSjうora nw を ~UI'，すととがあるが，とれは約bi{出iに数うべきでないと並べている o .:j(で

北白(1916-a ， -b) は Phoma cryptomeriae の外に Cercosρora cr_vρtomeriae もまた~

約の消防(閣で、るると注ぺ ， Phoma r討を抗ー病問w;j， CerCOSjりora j)，';j を tr~~二~1:'i!J;n~î とし J f/1I 

Pestalotia iliìは本病と也接関係はないものとしている。 卜政 (1917) は北J斗(1. C.) の実験。

イミ制球Il加なととをゴド目I~ し ， Pestalotia !lH もまた 11)]かに.1rな!日('1"1:があると;必べているが，その接

加試験知県の公にせられたものあるを知らない。

Q![ にiÆ;べたように者'.ft':')与が単i;::i土庁芸した Phoma cryρtOJ;~eriae 及て]:' Cercosρora cryρto 

merzae の'1"1:状は北島 (1916-a) の記述と・致せや，又L\':の行ったl~;N(品験(寒天川芸をJ主:!J[

iÚ; i とし，ただ 1 本の)YI.に実施)高山県は「・・・・病徴の経過状態そ視察せしにセルコスポラ菌接間古木(土

後極後 6 日乃至 7 日を経治して発病の速なる部分に於ては己に共の病微な1認め・・・・而してフイロスチクタ

商般商苗木に於ける徴候は上来述べiミるものと差違を認めず・・・」 と ri己さ j している。併し汗x.等の主主

1'11 にわたるJ羽市試験結_I1H:Uヒ.(1.; (1. c.) と，tに異っている。 μ11 ち Cercosρora j~iは拡問後 3~

4 迎を経てはじめて特徴が現われ，又 Phoma Wの病Jr;[-lifl: I主似めて微弱で、， 1話'Ið~接間によっ

てのみ病原'l'l:が発J!fl'さ ALるもので，又ìf甘え !~H土 Cercosρora 正iに比べて長い。

ーたに Pestalotiα 属ìWií!の約JJ~Wtの千jJ!l~強弱に関しては従来幾多の論議がある (Bö!Dr 1894 , 

Sl>,\UWIN'n 1907，羽TgN.~Elt 1914; H()\\，A 日)) 1923 , STEV K¥'S 1924，盟H7J 1928 , GGIlA 1929 , 

1923 , WHlTl� 1930 , h-� 1950 , etc.) 。 スギの Pestalotia ùHについて笠井(1915) はとれを

随作首とし，北山(191G-a) は二火寄生ìWであるとし，又卜版 (1917) は 11な)J;{-1"tがあると述ぺ

ているが，とれらは1í<JA1ノもー型Ilあるものと考えられる。何故ならば者:J7.í-等の接右rLi~\験結県から

みると ， Pestalotia mは傷岐部叉は側めて幼若な部分から f込入し，湿度の治iい叫合にだけ杓

!五[-1''1:を発布![するもので p 他:3'~，frrf;1話な成了，'jl乙位入するととはない。 f(Jjして一皮伎入すれば環境火

第ではかなりの被:年を及ぽすものであるからである。

Phoma cryρtomeriae について j子:x-等の数度の接枇:式験にもか L わらや，健全保傷7iiを発

病させる :'J;:実は全く認められや，たピ似岐部及び、中，'îJtHHíにだけ位入するあり県を件た。尤も

Phoma-: I.m;菌類には人工接種式験によって多くの場合陰性に格るものでも，土壌条nの変11Iに

よって拘JJ;H!f:が顕;子になる例が j司 l られている。 1111 ち G:\llM心;)1 (1925) はテンサイの蛇紋山

(Herzkrankheit)θ病問菌とされている Phoma Betae Fn. は p アルカリ性土壌に於てのみ

病原性を発事jf し，酸性土壌でD 接種試験結果1土多く l陰性に絡るととを述べている。 スギの

Phomα 菌に於ても斯る現象があるか否か論十べき資料はないが，イヰ菌は我が国各地に広〈分

布するとと及び、本菌の寄生しているスギ市木に近接した土壌に移植した苗i乙接種試験を行つで

もやはりその枯よßは同ーなととからみると，土壌条件が本立iの病原性を左右する一えきな因子と

;認めるよりは半ろ，環境不良により不健全叉は衰弱した寄主或は傷艇をうけた寄主に侵入して

発病しめるものと 1fJ!f.すべきではあるまいか。
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Cercosρora cryρtomeriae による接種試験結果は極めて顕者に発病し，その進展及び被害

は激烈であ れ 叉自然状況で赤枯病の甚しい被害を蒙っている苗木には本閣の子実休が移しく

認められる。 1Jí二し本~iの侵害Itj:高令のスギには見られや樹令10年以下特に実生1~4年生存[に激

容をもたらす。各閣の病原性を比較すれば、 Cercosρora cryρtomeriae が最も激烈友もので p

他の菌類の病原性はとれに比すれば遥かに微弱である。叉 Mycosρhaerella cryρtomeriae の

病原性l乙関してとれまで論及したものは友いが，著者等の接種試験及び寄主の樹令調査結果か

らみれば市木l亡対する主要病原菌とは認められない。

本病の病原K対して従来の知見と甚しく異った見解を述べている者に三宅 (1935) がある。

氏は古い病葉には Alternaria ， Cladosρorium， Cercosρora 及び Pestalotia 等が見出され

るが，新しい忠部には時として一種の細菌(稀には菌類と混在して)は存在するが， 殆ど彼生

l均jは認められ友いと述べ， 1;守病斑周縁部を注意深く切片としてペプトン寒天或は醤抽選天に移

しでも y 微生物の菌叢を得るととが出来なかった と言っている。更に同氏は病斑周縁部を切片

K よって充分検査 したが，菌糸の存在を認めると とが主主いとし，とれらの結果から本病々原が

菌類であると言う従来の研究は非常に疑問でるると結んでいる。

三宅(1. c . ) は上記菌類については勿論の とと，自ら認めたと称する細菌についても接種試

験によって病原性を調べるととは全く行ってたらすτ ， 本病が何によるものかも侃官していな

い。尚氏はお?なJ内政E部から菌類を分離する・ととがI:I~，来ないととを病因が菌類で友い証拠のーと

しているが，著者等の反覆実験にもか L わらや ， Phoma crYlりtomeriae 及び Cercosρora

cryptomeriae ， 特に後者を病組織か ら分離する ととは全く 不可能であった。 Cercosρora 菌を

被害組織から分離するととり出来友い場合は屡々報告されていて決して稀な ものでは友 (，と

のìJlJ としては鋳方 (1942) がカ キの角斑性落葉病菌 Cercosρora Kaki ELL. et Ev . を病組織

から土庁養すぺ〈数十固にわたって試みたが途に分間i するととが出来友かったと述べているとと

からも存易に察知されると と ろでるる。

三宅(1. c.) の言う “ 赤~:，LÎ病 " ÇT)イ手在を全く否定するわけでは友いが，著者等が各地から

得た数百に及ぶ被害棋本を調査した結果からみれば ， 型的な本病の病微を呈する患部には例外

左しに既 i亡述べた糸状菌類がイ了在した。それで、若しも氏の言うような疾病があるとしても ， と

れは被害状況からみれば殆ど問題にするに足ら左いものと見倣してよいでるろう。

とれを要するに以上述べたととろから，少くとも実生市木に於ける赤枯病の病原菌としては

Cercosρora cryρtomeriae が最も重要なもので ， Phoma crYlうtomeriae ， Pestaloti a 属菌類

及びその他の菌類の病原性はとれに比較すれば殆ど問題にするに足らたい。

摘要

スギの赤枯症状部には多種の菌類が認められfむとれら は往々にして混在するため何れが真の
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的!lj{商か判断に苦しむととがある。フトゴバjは極めでi手干名な病将であるにもか L わらや，接間:汰験

による厳密な病原性の検l討を行った研究はとれまで殆どないと言つでも過言でない。

王子~'等はとれら諸fii1illの:~y*の状況，形態，時芸 1:の性fT をIlJJかにし ， 1M'主要たものについ

てはその病原性に関して実験的研究を行ったp 本研究結果の限延を摘記すれば弐の通りであ

る。

(1) 主主枯症状郊には多〈の菌類が見tI'，されるのであるが，それらのうち一応病原性があ

るらしく考えられるものは次の 21 N:である。

不完全菌桐一一Phoma crYlうtomeriae， Phyllosticta _iaρonica ， Phyllosticta sp. (.), 

Phyllosticta sp. (β) ， Macrophoma Sugi , lV1acrophoma sp. , S1うhaeroρsis cryρtomeriae ， 

Stagonospora cryρt01ηeriae ， Hendersonia sp. , Pestalotia Shiraiana , P. cryρtome­

riaecola , P. aomoriensis , Cercosρora crYJうtomeriae ， C. cryρtomeriaecola. 

子嚢昆i綱{ー-Wegelina cryρtomeriae， Gnomoniellα(?) sp. , Physalosρora cryρto・

meriae, MycosPhaerella cryρtomeriae ， Leρtosρhaeria sp. , Leρtosρhaerulina _iaρonica ， 

Mollisia crY1うtomeriae.

とれらのうち最も多く認められるものは Phoma cryρtomeriαe ， Pestalotia Shiraiana , 

Cercospora cryptomeriae 及び Mycosρhaerella cryρtomeriae である。

(2) 寄主の樹令と諸問主j'fとの関係をみるに ， Phoma cryρtomeriae ， Pestalotia sρρ. , 

sρhaeropsis cryρtomeriae ， Stagonos1りora cryptomeriae 及び Mycosρhaerella 

cryjうtomeriae は市木から数十年生の成木にまで認められ ， Cercosρora cryptomeriaecola , 

Physalosρora cryρtomeriae， Leρtos1りhaeruli na _i aρonica 及び Mollisia cryρtomeriae 

は比較的樹令。高いものに，又 Macrojうhoma Sugi は}?{本だけに lli-!:: られている。

:"j~1こ Cercosρora cryρtomeriae は 10 年生以下のものにしか認められや ， q特守に実生 1~4

年生l7百s1i

千普~'l辺i邑Eに寄生している。

木菌による被害は 1~4 年実生'Nil亡甚大で、あるが，制令の高まるに従って催病程度は軽微と

なれ押木市にも寄生するが被告:は著しくない。

( 3 ) 胞子の単苗帯芸を行うと ， Phoma cryρtomeriae， Sρhaeroρsis cryjうtomeriae ，

Macroρhoma Sugi , Stagonosρora cryρtomeriae， Pestalotia spp. は土庁芸)，主上に夫々柄胞

子或はうよ生胞子を形成し，とれらは守主体 kのものと形状，大さが時々等しい。 Wegelinα

cryρtomeriae 及び Mycosρhaerella crY1りtomeriae は分生胞子を形成するが P/z.グ'salosjうora

cryρtomeriae は分生胞子は形成せヂに子童話胞子を形成する。 Cercosρora cryρtomeriae は

分離の初j切に1H(j;C)分生胞子を形成するとともるるが，土庁養基にとれがJE、められないりが普通

である。
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(4) 従来 Phoma cryptomeriae と Cercosρora .cryρtomeriae は同一菌の異る胞子

担につけられた名称で、あ るとり設をなす者があったが，著者等は実験的l'Li阜求しとれを否定し

た。 又 Phoma cryptomeriae の完全時代として Lφtosρhaerulina jaρonica 或は

Physalosρora cryρtomeriae を るげている人があったがp とれらの間には何れも同根関係の

主主いととを IIJ1かにした。

尚著者等は Phoma cryρtomeriae 及び Cercosρora cryρtomeriae の完全時代を未だ見

H'， してい左い。

(5) 接種試験の結果，スギ117の赤枯病菌として設も E要友ものは Cercosρora cryρto・

meriae で，とれは}H~傷健全苗に位入 して激存をもたらすもので，他の菌類は殆ど問題にする

に足ら友い。

Phoma cryρtomeriae， Pestalotia cryρtomeriaecola， P. aomoriensis 及び Mycos-

ρhaerella cryρtomeriae は無傷健全苗を侵す能力は殆どえにく，叉 Macroρhoma Sugi , 

Stagonosρora cryρtomeriae 及び Pestalotia Shiraiána は無傷の場合lとは極め.て幼若えに

部分K対してだけ病原性を現わすものであ る。
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附!司説明

(Explanation of plates) 

ﾉ(O Ilm'~反 (Plate 1) 

1. スギ苗上の Phoma cry�tomeriae x 1. 

2. スギ針葉上の Phom'l cryρtomeríae (湿室処理) x2.6. 

3. Stagonosρora cryptomeriae に侵されたスキ官先端部(人工接種による) x1. 

4. スギ校上の Wegeli仰 cryptomeriae x 1. 

第 E 図版 (Plate n) 

1. Cercosρora cryρtomeriae に侵されたスギ苗 ×仇.

2. スギ首針葉に形成された Cercosρora cryρtomeriae の子実体 (r) x2. 

3. l11acroρhoma Sugi に侵されたスギ首先端部(人工接種による) x 1. 

4. スギ、針葉に形成された Mollisia cryptomeriae の子実体 x3. 
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切目図版 (Plate lll) 

1. Phoma cryρtomeriae の未熟柄子殺 x120. 

2. Phoma cryptomeriae の成熟附子殻 x120. 

3. Phyllosticta sp. (a) の附子殻 x240. 

4. Phyllosticta sp. (β) の柄子毅 x120. 

5. J培苛Z益妥基上

6. Macrophoma Sugi の杯j子殺 x150. 

7. Macroρhoma sp. の附子殻 x150. 

8. S戸haeropsis cryρtomeriae の柄子授 x150. 

9. llendersonia sp. の附子設 x120. 

錦町図!i反 (Plate W) 

1. Stagonos.ρor出 cryρtomeriae の附子殻 x90. 

2. 向上 x150. 

3~4. Pestalotia Shiraiana の“ pseudopycnidiuill" x 150. 

5. Pestalotia Shi叩iana の1E :fi~分生子堆 x150. 

6. Pestalotia cryptomeriaecola の分生了ー堆 x150. 

7. Cercospora crψtomeriae の分生子梗及び幼若分生fJ包子 x240. 

8. Cercospora cryρtomeriaecola の分生子梗 x150. 

'UH 図版 (Plate V) 

1. Wegeli向。 cryptomeriae の子褒殻 x70. 

2. Gnomoniella (?) sp. の子築設 x90.ー

3. Physalosρora cryptomeriae の子褒殻 x150. 

4. Myco~ρhaer・ella cryptomeriae の子主主殻 x240 ‘ 

5. 向上 x31O. 

6. Leρtosρhaeria sp. の子褒殻 x180. 

7. Lψtosρhaeruli仰 japonica の子支顎 x31O. 

8. Mollisia cryρtomeriae の子褒及び子襲胞子 x 150. 

第 VI 図版 (Plate VI) 

1-2. Phoma cryptomeriae の菌叢(馬鈴薯寒天)

3. Macrophoma Sugi の菌叢(同上)

4. Stagonosρora cryptomeriae の菌議、(向上)

5. Pestalotia Shiraiana の菌叢(向上)

6. Pestalotia aomo打iensis の菌叢(同上)

7. Cercosρora cryptomeriae の菖叢(左:馬鈴薯寒天，中; WA:KSòL\K 氏寒ヲ乙右:スギ葉

煎汁寒天〕

8. Mycos.ρhaerella cryptomeriae の菌叢(馬鈴薯寒ヲミ)

9. Physalosρora cryptomeriae の菌叢(同上) p; 子豆殻
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Etiological and Pathological Studies 

on the Needle Blight of Cryptomeria japonica-I. 

Morphology and pathogenicity of the fungi 

inhabiting the blighted needles. 

(R駸um�) 

By Kazuo lTô, K�� SHIBUKAWA and Takao KOBAYASHI 

- 151 ー

The needle b日ght of “ Sugi" ( CrYlうtomeria jaρonica D. DON.) reported 

form巴rly under the name of "the red plague" by KAW.An1UR.A (1915) and KU.AJHIA 
(1933) has b巴en the most destructive disease in the forestry nurseries of Japan. 
The disease is of a widespread occurrence throughout J apan and b巴comes very 
often a severe epidemic of Cryptomeria s配dlings .

1n spite of such a wellknown ぉld inlportant malady, experimental investiｭ
gations made by earlier workers have been a very few , especially on the 

parasitism and life-histories of the fungi inhabiting the blighted lesions. 

Accordingly the most virulent pathogene of this disease has never proved by the 

reliable inoculation experiments. 
It is the purpose of this paper to report the morphological, cultural and 

parasitic characters of the fungi occurrec1 on the blighted needles of the 
Cryptomeria. 

( 1) On the blighted lesions there have been found many fungi which are 
considerec1 to be pathogenic as follows: 

Fungi imperfecti--Phorna cryptomeriae Iüw .AMURA , PhJlllosticta jαρonica 
SAWADA, Phyllosticta sp. (α) ， Ph:jllosticta sp. (β) ， Macroρhoma Sugi HARA , 
Iv1 acroρhoma sp. , Sρhaeroρsis cryρtomeriae SAWA])A , Stagonosρora cryρtomeriae 

SAWADA , Hendersonia sp. , Pestalotia Shiraiana P. H BXX. , P. crゆtomeriaecola

SAWADA , P_ aomoriensis SAWA])A, Cercosρora cryρtomeriae SJ-ITRAI and C. cryρto・

meriaecola SAWADA. 
Ascomycetes--Wegelina cryρtomeriae SAWADA , Gnomoniella (?) sp. , Phyｭ

salosρora cryρtomeriαe HARA, Mycosρhaerella cryptomeriae SHlHAI et HAUA , 
Leρtosρhaeria sp., Leρtosρhaerulinα jaρonica KASAT, Mollisia. cryρtomeriae 

SAWAD.A. 
Among them, P homa cryρtomeriae， Cercosρora cryρt01neriae， Pestalotia 

Shiraiana and Mycosρhaerella cηρtomeriae are more frequ巴ntly collected than 
the others. 

ー ( 2) Phoma cryρtomeriae， Pestalotia Shiraiana , Sρhaeroρsis cryρtomeriae 

and Mycosρhaerella cryρtomeriae inhabit not only the seedlings but also the 

stocks, cuttings and adult trees. Cercosρora cryρtomeriaecola ， Physalosρora 

cryρt01neriae ， Leρtosρhaerulina jaρonica and !vlollisia cryρtomeriae inhabit only 

the ac1ult trees, and, on the contrary, Cercosρora cryρtomeriae is severely 
parasitic on the yOlmger trees, esp巴cially 1~4・year-old seec11ings. 

(3) Without any experimental proof, HARA (1924) proposed an opinion 
that there may be a genetic relation between P homa cry戸omeriae and Cercosρora 
crグρtomeriae ， but this opinion was c1enied by the authors' life-historical, cuJtural 

and inoculation studies_ KASAI (1917) presumed that Le戸osρhaerulina jaρonica 
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is probably the perfect stage of Phon1a cryptomeriae, and then HAILl (1950) 
noted a possible connection between Physalosρora cryρtomeriae and Phoma 
cryρtomeriae. By the experimental works of the present authors these presumpｭ
tions are verified to be erroneous. Up to th巴 present time, the ascigerous 
stages of these two fungi have not been discovered by the authors. 

( 4) According to the results of the authors' inoculation experiments to the 
2-year-old Cryptomeria seedlings, pathogenicity of Cercosρora cryρtomeriae is 
very highly virulent and that of Phoma cry戸omeriae very weak beyond 
expectat卲n. 

P!Zoma cryρtomeriae， Nlycosρhaerella cryρtomeriae ， Pestalotia cryρtome­

riaecola and P. αomoriensis enter only through the wounded leaves, but never 
through the sound ones. Pestalotia Shiraiana, Macroρhoma Sugi and Stagoｭ
nosρora cryρtomeriae attack both the wounded and the very young healthy 

needles, but the damage caused by these fungi is not considerable. 
From the facts mentioned above , the authors are led to the conclusion that 

the most important and severest pathogene of the needle blight of Cryptomeria 
seedlings is doubtlessly Cercosρora cryρtomeriae. 

LABOnATOHY OF Fり H.Ef.'L' P A'l' HOLOGY, 
GOYEHXMEK~' FOHER'l' EXI'EHLMEK'l' STA 'l'TOK, 

MEGuno, TOK'川 ]Al'AX



スギ.の方、枯病に関寸る病原学的立主に病理学的研究 (伊藤・渋川・小林)

第 I 図版 (Plate 1) 
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伊藤.渋)11，小林: スギの赤枯病-1
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(Plate n) tn n 図版
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伊藤，渋川，小林: スギの赤枯病-1
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スギの赤fl~病に首唱する病原学的立þ.に病理学的研究 (伊藤・渋川・小林)

i:(� m 図版 (Plate m) 
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伊藤，渋川，小林: スギの赤枯病-1
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(Plate N) 第 W 図版

伊藤，渋川，小林， スギの赤枯病-1



スギの亦l1í病に関する病原学(I(J :;jf;_ 1こ1知県学(1'，)研究 (伊藤・渋川・小林)

第 V 図版 (Plate V) 
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ffr民主，渋Jil ，小林: スギのM
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(Plate VI) 第刊図版

伊藤，渋川，小林: スギの赤枯病-I




